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Abstract

Apianoisamusica】instrument,apmductofrecentrationalismltbegantobe

practicallyusedmorethantwOhundnedyearsagQDuringthisshortperiodoftime，

however，withtheexpantionofitssoundrangｅａｎｄｔｈｅｍｏｖｅｍｅｎｔｏｆｉｔｓｆｒａｍｅ，

soundingboaｴdand-action，ｔｈｅｐｉａｎｏｈａｓｂｅｃｏｍｅｏｎｅｏｆｔｈｅｍｏｓｔｐopularmusicalin‐
ｓｔｒｕｍｅｎｔｓ

Ｎｏｗｉｔｈａｓｂｅｃｏｍｅａｎｉｎｄｉｓpensab1emusicalinstrumentnotonlyfbrapianistbut

fbranaspiringmusician・ＩｔｓｆｕｎｃｔｉｏｎｉｓｎｏｔｏｎｌｙｔｏｅｘｐｌｏｒｅｃｏｍｐｏｓｉｔｉｏｎｓｆＯｒｉｔｓｏｗｎ

ｂｕｔｔｏａｃｃｏｍpanyothermusicalinstrumentsandpelfbrmanensembleasimportantf℃

tors，toarrangearepertoiｒｅｏｆｓｏｌｏａｎｄｅｎｓｅｍｂｌｅｏｎｔｈｅｐｉａｎｏｋeyboaId,andtotIyout

asketchfbrcompositiononchambermusicandomhestra・Duringuponitsvarious

functions，ｔｈｅｐｉａｎｏｐｌａｙｓａｎｉｍｐｏｒｔａｎｔｍｌｅｎｏｔｏｎｌｙｆＯｒａｐｉａｎｉｓｔｂｕｔｆｂｒａｍｕｓｉｃ

ｃｏｍposer，conductor，andschoolteachersofmusic

Eventuallythepurposeofthispaperistoanalysepianisticimagesandtoattempt

towithdrawasmanymusicalimagesaspossibleoutofapianoscorcinldationto

itsmultiplepurposes．

Sectionl：ｄｅａｌｓｗｉｔｈａｎａｎａｌｙｓｉｓｏｆｖｏｃａｌａｎｄｉnstrumentalimagesintheold

compositionsbefbrCtheinstrumentalfbrmswereestablished

Section2：ｄｅａｌｓｗｉｔｈａｎａｎａｌｙｓｉｓｏｆｔｙｐｅｓｏｆｓｏundsonsucholdmusicalinstrlr

menｔｓａｓａｏｒｇａｎ，Violin，Harp，Lute，andguitar，whichinfluencedthefbrms

＊Dept・ofMUsiC，ｃｏｌＬｏｆＥｄ１ｃ.，Univ・ｏｆｔｈｅＲｙｕｋｙｕｓ
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ofthepianQ

Section3：dealswithananalysisofmethodsofexpressionofaninstrumenta］

ensembleandorchestrafbrmsapplieｄｔｏｔｈｅｐｉａｎｑ

って自分の分身みたいな存在であり、演奏は、よ

り自分の身体と密着した状態での奏法が基本的姿

勢であった。声楽や管楽器は、自らの息で音を出

し、弦楽器は、それを抱え込むようなフォームで

音を出す。そこには楽器と奏者の、より親密な一

体感があった。ピアノは遠隔操作(3)により音を出
す仕組になっているので、楽器が巨大なものとな

り、手軽に持ち運びが出来ない。そのことは、自

分の愛器というイメージよりも、少し距離を置い

て接触をもつようになる。更に、鍵盤の特性から

大量:の音を放出できるが、それは、自分の体との

接触を通じて出した音としての実感よりも、楽器

そのものの仕掛けが音を次々とはじき出していく

感が強い。ピアニストの指には、その大量の音を

いかに把握し管理するかという、より頭脳と密着

した音楽の細部と全体を同時に構築していく理論

的作業の分野が大きく待ち構えている。それは、

ちょうど指揮者が他の演奏家から独立し、百余名

の演奏集団を統率して、現代のオーケストラを機

能させる役目を負うのと似たような条件が、多少、

ピアニストの十本の指にも要求されるからである。

指揮者は、一日の大半をスコア・リーディングに

費やすが、ピアニストも、指の訓練と対等な時間

を譜読みに費やすのである。現代における演奏は、

その莫大な作品レパートリーを消化する為に、血

まなこになってスコア・リーディングを行なう条

件を我々の前に提示しているように思われる。

この研究は、莫大な作品リストを目の前にして、

自分がくピアノ作品の楽譜から何を感じ何を読み

とるか＞という命題を頭に置きながら資料をまと

めたものである。

はじめに

ピアノ階､近代の合理主義の中から生まれてき
た楽器である。それは、楽器製作者の功績による

ものであるが、その出現は、音楽の在り方にも変

化をもたらした。最初の変革は、１２平均律音階と

機能和声の確立である。これは、ピアノの鍵盤な

しには考えられなかったことである。それから、

ピアノを始めとする鍵盤楽器は、それ自身の作品

を開拓するのみならず、声楽や、その他の楽器の

伴奏や、アンサンブルに重要な要素（パート）と

して加わり、更に他の独奏・アンサンブル・オー

ケストラ曲などのレパートリーを、ピアノの鍵盤

上に編曲したり、逆に、室内楽やオーケストラの

作品などを作曲する為に鍵盤上でスケッチを試み

ることなども出来る:2)その効用によって、ピア
ニストだけでなく、作曲家や指揮者たちにとって

も欠くことのできない楽器となった。そして教育

現場における音楽の授業でも、先生と生徒の媒介

物として、ピアノが必ず備え付けられている。い

ろんな場所で、ピアノは音楽の代名詞の如<に、

その存在を主張してきた。その便利さは、ずい分

と音楽を身近で大衆的なものにしたが、反面、楽

器に対する精神的態度に微妙な変化を生じさせて

きた。それまでの楽器というものは、演奏者にと

(脚註）

１．これから述べる「ピアノ」は、その前身楽器であ

るクラヴィコード（C1avichord）やチェンバロ

（Clavicembalo)を含む鍵盤楽器の総称であるク

ラヴィーア（CIavier）と同義に解釈する。

なお文中では、チェンバロと同意語であるクラヴ

サン（Clavecm仏）の語も使用している。

２．ポール・ロカール「ピアノ」（白水社：文庫クセ

ジュ）1958年，Ｅ３を参照

３．との用語は、ウイリ・アーペル「ピアノ音楽史」

（音楽之友社)1957年，２１から引用した。

なお（譜例30ｃ）（同31）も同書から引用した。

分類の方法．及びその歴史的考察

一つの楽器に対して、ある特定の音楽語法とい

うものは、最初は存在しない。ピアノも先ず、先

行音楽と先行楽器を模倣することから始まり、次

第にピアノ独特の様式を確立していく。古代から

－１１０－



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１１：永山

中世に至る古い時代の音楽全体を大きく、「声楽」

と「器楽」のイメージに分割することから作業を

始める。音楽とは､i音の秩序と生命感を前提とし

ている。文字は、その中に意味を有するが、こと

ばは、リズム（韻律）と抑揚を伴なって語られる

時に生命を帯び、音の秩序は、反復作用と共同体

的統一感をもって私たちに訴える。音楽をその始

源までさかのぼることが可能だとすると、そこに

は共同体意識に根ざした宗教的・儀式めいた雰囲

気が伝わってくる。古代ギリシアにおいて詩と音

楽と舞踊は密接に結びついていたようであるが、

ことばを音高の変化とリズムにより音楽化するこ

とによって、そこに単なる意志疎通の手段を超え

て、より神聖な側面が、そして、より拡大された

伝達効果がはっきり表われてくる。中世キリスト

教音楽は、まさにその精華であるが、同時に教会

の外では、その幾世紀もの前から、二本足で立っ

ていた私たちの先祖が、すでに素朴な打楽器の音

を伴奏とする踊りを行なっていた。足踏みや歩行

に始まり跳躍や走行、回転、旋回などのステップ

に及ぶ舞踊は、民族によりさまざまの様式の発展

をみるが、そこには必ず手拍子や太鼓に始まり、

フルート、オーボエなどの管楽器、弓を持つ弦楽

器やハープ、リュートなどの楽器が伴奏として加

わっていた。器楽は、元来、単純な反復を特徴と

する舞踊との密接な結びつきから、次第にその即

興的で変奏的技法を開発していくが､第一章とす

る「声楽」と「器楽」のイメージの各々の原型を

「祈りのことば」と「舞曲」に見い出すことに、

さして違和感はないだろう。

中世までは、ことばをモティーフとし音楽化す

る声楽的側面のみが発達を遂げるが、ポリフォニ

ー声楽曲の成立は、あたかも集団の人間が礼拝に

おいて、祈りのことばを間断なく唱え続け、それ

が教会のドームの中で反響し、ことばがそのエコ

ー的時間差の中で、倍音を伴ない微妙にずれて響

き合う霧に似ている｡ポリフォニーの響きの豊か
さは、音色的興味と共に次第に楽器の発達をも促

がし、それは、ルネッサンスの精神と相まって、よ

り開放的で即興的なさまざまの様式を生み出してい

くことになる。その中から､平均律音階と機能和声

に基づく器楽的ブイギュレーションのイメージが次

第に頭をもたげてくる。声楽的なものに頼りきっ

ていた音楽が器楽的なものと明確に分離していく

様子は、バッハ以前とバッハを含む後世の作品と

で様相が一変してくることではっきり分かる。こ

とばを、いかにリズム化し音楽化するかという命

題のもとに前時代の音楽の歴史は展開してきたが、

バッハ以後は、機能的純粋音型による音楽語法化

が次点と確立されていった。さまざまに発達を遂

げた近代の楽器が、その器楽的演奏の愉しみから、

いろいろな奏法を開拓し、装飾的ブイギュレーシ

ョンを伴なう器楽的音型の模倣操作への非常な発

展をもたらしたのである。第二章では、オルガン

を始め、リュートやピアノの前身楽器たち可更に

バロック時代に花開く弦楽器たち（バイオリン属、

ハープなど）の奏法から生み出された器楽的音型

を、ピアノが、いかに模倣しながら作品の様式を

確立していったのかを概観する。

また、バロック時代は、器楽の隆盛と共にオペ

ラの成立をみる。音楽劇における人間の行為の表

現は、次女と音楽の劇的な様式を生み出していく。

それは、その背景にさまざまの楽器がこの時代に

完成を遂げ、各地に巨匠的演奏家たちが登場して

くることにも要因がある。王侯貴族に保護された

音楽家たちは、宮廷楽団を組織し、それまでの宗

教的ないし厳格なポリフォニーとは一線を画した

新しいモノディ様式による音楽を次点と確立して

いった。それは、一方ではオペラにおけるアリア

の確立であり（第一章の内容と少し重複する）、

他方では、アリアの旋律を支えていく古典的和声

感覚に基づく楽器法の発達である。それは通奏低

音に代表されるが、バロックの開放的で、より色

彩的に誇張された時代精神によって、室内楽にお

けるトリオ・ソナタ、独奏ソナタ、更にオーケス

トラによるオペラからの序曲、シンフォニアなど

を成立させる。この頃、打弦機構を伴なう鍵盤楽

器で、よりダイナミックな音の変化が可能である

ピアノが出現する。第二章で述べたように、ピア

ノは、いろいろな楽器の音楽語法を模倣しながら、

それ自身の技法を開拓していくが、ピアノがそれ

以前の鍵盤楽器と異なった点は、より劇的で形式

的にも拡大された方向へ直線的に向かっていった

ことである。古典派の時代に入り、時代の合理精

神とも結びついた結果、音楽の最も重要な形式の

一つであるソナタ形式による作品（交響曲、弦楽

－１１１－
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四重奏、ピアノ・ソナタなど）が次々と完成され

ていく。本来、協奏的性格をもっていたソナタは、

ベートーベンの中で、より劇的効果をねらった多

様性と普遍的なものへの統一性を意識した作品と

なって表われる。第三章では、より貧欲になった

ピアノ（現代のピアノの機構につながるもの）が

更に劇的な表現効果をねらって、それ自身の機能

を発達させながら、さまざまの楽器の集団である

室内楽やオーケストラの語法を活用していく様子

を概観する。

（a）朗唱風のもの（b）レシタティーヴ風のも

のに）アリア風のもの

ａ声楽的イメージの「原型」を〈祈りのこと

ば＞として考えたが、その詩（ことば）の朗読が、

ごく自然に音楽の流れにのったものをイメージに

した。（贈例’）(4)は、キリスト教の典礼音楽を引
用したものだが、礼拝の共同体意識に基づく朗唱

風の音型が表われている。極めて拍節感に乏しく、

音高の変化もなだらかで、自由な散文風のものに

なっている．この楽譜は、すべてのシヲプルが同

じ長さの音に支配されるソレーム唱法を参考にし

ているが、ことばの切れ目がブレスを伴なう長い

音となり、自然の終止を示している。次の（贈例

２）は、やや音楽的に発達を示したもので、音階

的に装飾されたり、長短のリズムにより、韻を踏

んだものとなり、やや旋律的なイメージが出てく

る｡ここで私たちは、これらの礼拝音楽の中から、

はっきりと「祈り」を象徴する音型を引き出すこ

とができる。（譜例３）(5)は、聖歌の終止に使われ
る音型を示したもので、十字をきって祈る姿を表

わしている。同様の例が、バッハのシンフォニア

と平均律にもみられる。（贈例４）（贈例５）

これらの音型は、キリスト教の三位一体説に基

づき、音の高さやフレーズを三段に固定し、配列

する象徴的イメージを示している。

ここで、ピアノ作品を通して朗唱的イメージを

追ってみる。オルガンを除いた鍵盤楽器で、声楽

の朗唱的なスタイルを模倣するのは困難を極める

が、’9世紀末の新古典主義におけるエリック．サ

ティの作品に、こういう中世的なイメージがみら

れる。（贈例６）

この(a)・(b１．２つの作品は、古い時代への郷愁

を感じさせる。小節線を排し、行き先のはっきり

しない旋律は、単純ではあるが超然とした礼拝的

な雰囲気をもっている。サティ自身は、これらの

作品を、風刺的意味を込めて成立させたので、ど

こか漠然としたイメージもある。サティの影響を

受けたドピッシーにも同じような作品がある（贈

例７）

この一連のフランスの作品は、旋律の背後に微妙

な和音の響きを伴なって形成されている。

純粋に宗教的で礼拝を感じさせる音楽は、ドイ

第一章器楽の様式が独立する以前の古い音楽

における声楽的イメージと器楽的イメ

ージについての分析

第二章ピアノの様式（鍵盤書法）に影響を与

えた古い楽器（オルガン・バイオリン

・ハープ・リュート・ギター）の技法

による音型の分析

第三章楽器のアンサンブル・管弦楽的様式を

ピアノ作品に移植した表現法の分析

Ｉ先行音楽から引き継いだイメージ

Ａ声楽的イメージ

西洋の音楽は、和声的背景を土台に発展してき

たが、ここでは、最も素朴なく唱えられることば

のイメージ＞から、より和声的なくアリア＞まで

の単声の音楽語法をく声楽的イメージ＞として、
次のように三つに分類した。

(脚註）

４（譜例１）（譜例２）は、Ｔ､Ｇ､ゲオルギァーデ

ス「音楽と言語」（ムスルジア全轡）1966年,より

引用した。Ｅ２０Ｒ２２Ｂ２３Ｅ２５

なお、ことばと音楽との結びつきによるイメージ

は、同書の読後感から得たものが大きかった。

５．（譜例３）（同11)(同30b)（同35)（同36）（同39b）

は、カール･パリシュ,ジョン･オール「音楽史一〈グ

レゴリオ聖歌からバッハまで>｣借楽之友汕1958

年,より引用Ｅ２５Ｒ１５８Ｅ５５Ｅ１０２Ｅ１８４～６２３８

－１１２－



永山：ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）

シ゛プロテスタントの作曲家たちのコラール風の

作品にみられる。これらの作品は、ドイツ語の力

強い韻律に支配されて、より機能的側面をみせる。

ここで、プロテスタント教会のコラール「我が気

分よ喜べ」（Werdemunter1meinGemiithe,）に

基づく、パッヘルベルのコラール変奏曲と、バッ

ハのコラール変奏曲を引用する。（譜例８）(6)
（譜例９）

これらの太い、ある意志に基づく旋律の動きは、

宗教的忠誠心が創造的に表現されている例に他な

らない。最後に、声楽曲だが、その和音伴奏に、

美しい朗唱的性格をもったものを＿例取り上げる

（譜例１０）。

れる゜（舗例１４）

ベートーベンの作品におけるレシタティーヴが暗い

運命を背負った男の力強い「ことば｣のイメージと

すれば、モーツァルトの作品におけるレシタティー

ヴは、はるかに軽妙なイメージがある。（贈例１５）

これは、ロココ的スタイルが顕著であり、コロラ

トゥーラ的装飾を伴なった、よりカデンツァに近

いレシタティーヴになっている。

ロマン派の曲では、よりアリアに接近したレシ

タティーヴを見つけ出すことが出来る。

（譜例１６）、ここでは、音の変化がオクターブ以

上に拡大されているが、フレーズが細かく区切ら

れ（タイで引きのばされる箇所もあるが)、流れ

る美しさよりも、物語の解説風なレシタティーヴ

的イメージを残している。同様なイメージは、シ

ョパンのバラード（騎例１７）にもみられる｡冒頭の三

オクターブにまたがる上昇は､実際の人間の声では

不可能と思われるが、このバラード（物語）の不

安な気分と、その後の劇的な展開を暗示するにふ

さわしい、素晴らしい幕明けの序奏となっている。

（溌例１８）には、男女が対話を交わす様子が生

き生きと描かれているが、まさに語りことばが旋

律に変身していく感じがみえる。

ｂレシタティーヴとは、詩（ことば）の朗読

をリズムと音高の変化でやや音楽的に様式化した

もので、オペラの成立に伴なって出来たものであ

る。その為、抑揚や韻律は、より生き生きと劇的

な要素を強調したものになっている．通奏低音を

支えにしているのが特徴で、物語の筋を進める為

の様式化された語り手としての役割や、登場人物

の対話などにみられる。

（譜例１１）は、オペラの創始者、モンテヴェルデ

イの＜オルフェオ＞からのレシタティーヴで、典

型的なくレシタティーヴ・セッコ＞の様式を示し

ている。

（譜例１２）は、モーツァルトのオペラ独特の生き

生きとした人物描写による対話を表わしたもので

ある。声楽からの引用は、これ位にして、ピアノ

曲から「語り」をイメージにしたくレシタティー

ヴ＞の例を引き出してみよう。ベートーベンの３２

曲のソナタの中で、唯一、〈レシタティーヴ＞と

指定された部分がある。（譜例１３）

この箇所は、冒頭、アルペジォで入り、左手の

長い和音に支えられて、高音部でレシタティーヴ

が展開する。やがて悲しみを湛えたアリオーソに

入るが、晩年にみられるベートーベンの新境地が

うかがえる。その他、「テンペスト」ソナタの一

楽章にも、レシタティーヴを模倣した音型がみら

ｃアリアとは、より機能和声の動きに支えら

れた息の長いメロディである。音の上昇・下降は、

明確な方向をもった線の動きを形成し、ベル・カ

ントにみられるように、旋律美と声（音）そのも

のの美しさを輝やかしく強調する。音域の拡がり

や、音の持続は、従来の人間の息づかいの限界を

越え、そこには、弓の長さの限り音を引きのばせ

るバイオリンなどの旋律楽器が、影響を与えたこ

とがはっきり分かる。機能和声的動きは、より器

楽的イメージに接近したものになっていくが、１

つの音高に支配されたロングトーンの持続してい

く美しさは、空中に虹がかかる如<に思われる｡

朗唱風のイメージが集団的で、レシタティーヴ風

のイメージが解説的、ないし対話的であるのに対

し、アリアは、独白的イメージが強い。最初に、

弓をたっぷり使用した弦楽合奏の曲から１つ例を

とる。（贈例１９）

ここには、穏やかではあるが、弓のボーイングに

乗って、ゆったりと線を引くように旋律が伸びて

(脚註）

６．（譜例８）は、パロックピアノ曲集（音楽之友社

全集版器楽編第55巻&廃版)1961年,より引用Ｐ156
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Ｂ器楽的イメージ（舞曲のイメージ）いくイメージがよく出ている。ベルカント様式の

アリアは、ナポリ楽派のＡ・スカルラッティから

ヘンデル、モーツァルトへと引き継がれていくが、

（騰例２０）のヘンデルのアリアは、バッハの弦楽

の為のアリアに比べて、更に音の上昇・下降に拡

がりがあり・ドラマチックな盛り上がりをみせて

いる。

ピアノ作品のレパートリーから、このアリア的

イメージを捜すのは、そう困難なことではない。

例えば、バッハ／平均律８番（Ｉ巻）のプレリュ

ード（譜例２１）は、オペラ・セリアのアリオーソ

的イメージをもっている。モーツァルトの器楽作

品には、ゆっくりしたカンターピレの緩徐楽章に、

いわゆる「アリア形式」（展開部をもたない二部

形式）をよく用いている。その例として(鶴例２２

ａ）を挙げる。バイオリンのような装飾的音階の

動きを伴なった緩やかな流れは、左手のアルベル

ティ・バスを含め、いわゆる切々とした表情をも

ったアリアとは異なるイメージをもつ。（贈例２２

ｂ、２２ｃ）のように悲しみを湛えた旋律は、オペ

ラのアリアにみられる劇的盛り上がりに欠けるが、

モーツァルトの優美さの中に潜む内面的独白の美

しさを強調している。切々とした感情の盛り上が

りを示すアリアのイメージにつながる旋律は、ロ

マン派の曲の中に数多くみられる。（譜例２３）

（贈例２４）

これらのメンデルスゾーンとショパンの曲は、何

れも左手が分散和音の動きを伴なって雰囲気を盛

り上げているのが特徴である。

ショパンのバラード１番の展開部（贈例２５)に

おいては、劇的な感情の盛り上がりを示す印象深

いメロディが出てくるが、両手ともオクターブを

伴なう充実した和音が使われ、ピアノの表現力が

一段と幅広くなったことを示している。

これまで、ことばが次第に音の動きを伴なって、

表情豊かな旋律を形成していく過程を概観してき

たが、そのイメージは、ピアノにおいて主に右手

の動きとなって表われる。それは単音から和音へ

と音量的にも拡大され、同時に左手の伴奏部の動

きも、より複雑なブイギュレーションを展開する

ようになるが、そのことについては、第三章で述

べる。

楽器は、その原始時代において、もっぱら踊り

の伴奏として使われていた。その最初は手拍子や

足踏みのリズムと共に、簡単な「物」をたたくこ

とから始まっただろうと言われている。踊りでは、

規則的一定のリズムとテンポが絶対的な条件とな

る。その為、音楽も当然、一定の拍節やアクセン

トをもち、形式的にも統一された長さをもつもの

となり、声楽的様式の自由で流動的なイメージと

著しい対照を成す。

二本足を持つ人間にとって踊りの基本は、足踏

みに始まり「歩く」ことであった。行進の為の舞曲

は、当然２拍子であるが、集団的・儀式的イメー

ジと強く結ばれて発達していく舞曲は、しばしば

男女がカップルになったり、多数の人が輪（ロン

ド）になって踊る形態を為していたようである。

そこには､,単純歩行のみならず回転・静止・走行

・跳躍を伴なう動きがみられ、テンポの段階的変

化なども伴なうことによって、自然に２拍子から

３拍子への移行もみられる。舞曲は、ルネサンス

時代に宮廷で非常に好まれ、さまざまの発達を遂

げるが、次第に様式化され抽象化され、本来の舞

踊感よりも、より芸術的様式をもった組曲へと発

展していく。組曲は、やがてソナタへと発展して

いくが、私たちは、ソナタの楽章の中にも、はっ

きりと舞曲のイメージを描くことが出来る。器楽

の様式化において、舞曲は、根源的な影響力をも

っているのである。ここでは、舞曲全体のイメー

ジを次のように三つに分類した。

(ａｌ素朴な足踏みや歩行のリズムをイメージにし

たもの（b）走行・回転・跳躍など、より空間的

広がりを伴なう舞曲のイメージに）舞曲がもた

らした音楽の諸形式についての考察

ａ鍵盤楽器では、声楽的イメージが主に右手

のパートに頼りきっていた（対位法音楽を除く）

のに対し、舞曲では、先ず左手のリズムの動きが

重要な役割をもつ。最初に歩行をイメージする舞

曲の例を示す。（贈例２６）(7)
この曲は、トランペット・マーチの一例で右手

の動きは、トランペットの音を模倣している。左
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最古の鍵盤楽器(オルガン)の為の写本であるくロ

バーツブリッジ写本＞にみられる〈オルガンの為

のエスタンピー〉（贈例３０ｃ）では、少し装飾化

された音型がみられる。バス．ダンスの例として、

ドイツの写本から（贈例３１）をとりあげる。左手

の執批な和音の動きが足のステップのイメージを

はっきり表わしている。この時代の舞曲は、単純

なステップの中に、足が大地を踏みしめる不思議

な力強さを秘めている。このバス･ダンスは、や

がてパヴァーヌにとって代わり、初期の非常に多

くのヴァージナル曲を生み出す。イギリスのヴァ

ージナル楽派の代表的人物であるバードのパヴァ

ーヌから一例をとりあげる。（贈例３２）(9)
右手には装飾音が多用され、左手の動きにも和

音と共に音階的に流れるような動きが出て、バス

・ダンスより、はるかに優雅な、気品をもったイ

メージが強くなっている。

宮廷における社交舞曲は、次第に気取りをもち、

リズムの緩急の変化、あるいは流れるような美し

さの中に、視覚的にも空間的にも変化に富んだ、

装飾的な要素が、強く前面に出てくる。それらは、

次第に「バレー」へと発展していく。次にいろい

ろな楽曲の中から、変化に富んだ、いろいろの

ステップをもつ舞曲のイメージを引き出してみよ

う。

'手は、一拍ごとに適確にリズムを刻んでいる。ニ

ューオールリンズの黒人たちは、葬式の時に一列

に並んで、歌を歌いながら墓場へ向かう風習があ

ったようだが、初期のニューオールリンズ．ジャ

ズには、行進楽団の人たちが街を歩く様子が生き

生きと感じられる。ここでジャズ．イディオム

の一例として、厳粛な歌を歩行舞曲風に編曲した

ものを示す。（贈例２７）

これは、リー・エバンスが「たんじよう日のう

た」を編曲したもので、左手のベース．ラインが

はっきりとした歩行のイメージをもっている。同

様の例は､バッハの曲の中にも表われる｡(麟例２８）

ジャズの例をここでもう一つ取り上げる。スイン

グ・ジャズは、ダンスと最も密接に結びついた音

楽のジャンルだが、ここでは深く立ち入ることを

避け、－曲だけ、スイング・ジャズの母体の一つ

と言われているラグタイムから例をとる。（贈例

２９）

この曲では、左手の「プンチャ」のリズムが単

純な歩行よりも、より生き生きとした舞踊感（ス

イング感）にイメージされる。

独立した器楽曲として、最も古い様式をもってい

るものに＜エスタンピー＞とくバス．ダンス＞が

ある。前者は、足踏みリズムのイメージをもった

軽快な賑やかな曲で、後者は、対照的にすり足で

歩行するイメージをもった曲である。古いルネサ

ンス時代の写本から両者の特徴をもった曲をとり

あげる。

（鰭例30a､30b)(割よ､古い弦楽器や管楽器によ
って演奏された素朴なエスタンピーの例である。

ｂここでは、静止している状態から、次第に

足踏み・歩行・回転・跳躍・走行へとエネルギー

を増していくステップのイメージを８つに分けて、

それぞれのイメージに合うピアノ曲を取り出して

みた。（贈例３３）

(脚註）

７．（譜例26）は、ハワード・ファーガスン「初期イ

ギリスの鍵盤音楽選集VOL､２」(全音楽譜出版社）

1973年,より引用２６７

８．（譜例30ａ）（同39c)は、Ｏ・ハンブルク「五線譜

でたどる音楽の歴史～古代ギリシアからＪＳ・バ

ッハまで～」（アカデミア・ミュージック）１９８２

年,より引用246.ｍ3０

９．（譜例32）は、ハワード・ファーガスン「鍵盤音

楽の様式と演奏Ｉ巻く初期鍵盤音楽一イギリスと

フランスー〉」（全音楽譜出版社)1973年,より引

用Ｒ2８

ｲ．先ず静止している状態から、足踏みに入る

リズムのイメージ、（贈例３３.ａ）

ﾛ．静止した状態で左右に揺れるイメージをも

つ曲、（贈例33.ｂ）

ハ単純な歩行を示す曲、（贈例33.ｃ）

二足を高く上げて力強く前進するイメージ、

（贈例33.．）
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ホ.流れるようなイメージをもった曲、（騎例

33.ｅ）

へ回転のイメージに結びつく（贈例33.ｆ）

けとなる初期の舞曲は、この二つの特色を見せな

がら非常な隆盛を誇る。そのことは、舞曲の発展

が宗教から離れて、世俗的意識の反映の中で、も

たらされたことにも要因がある。その為、宗教的

旋律が詩篇朗調からくる、当てのない動きから起

こったのに対し、舞曲は、新鮮で民謡風な、親し

みやすい旋律を用いている。そのメロディに対し

ては、和音がリズムを支え、はっきりした終止感

をもっている。（このメロディ対、和音の図式は、

後のバロック時代の華やかな器楽様式を準備する

ことになる｡）これら一連の様式化は、ルネッサン

ス時代の人々が、宗教的抑圧から開放され、生き

生きとした社交生活の中で、さまざまの舞踊のス

テップを開発することにより、更に発達を遂げる。

舞踊音楽の広がりは、同時に楽器の開発をも促が

し、バイオリンや管楽器が次々と完成されたもの

になっていく。ここで舞曲の様式化から器楽の重

要な形式が成立する過程を概観しよう。

最初に初期の様式化されたオルガンとリュート

の為の舞曲の例を示す。（譜例３４）('o)(譜例35）
この二曲とも、そのままピアノの鍵盤に移植で

きるが、両曲に共通している特色は、緩やかな２

拍子の舞曲と、速い３拍子の舞曲とを一対に組ん

であること、それに二番目の舞曲が最初の曲の変

奏であること、の二つである。こういう組合せは、

パヴァーヌとガイヤルド、パッサメッツォとサル

タレロなど、共通の様式を生み出していく。１７世

紀に入ると更に組曲化が進んで、アルマンド。ク

ーヲント・サラバンド・ジーグの４つの舞曲から

成る組曲を成立させる。（贈例３６）

フローベルガーは、この４つの組曲の定型を作

った人である。舞曲の様式化は、先ずリュートで

進められ、それからクラヴサンに受けつがれる。

（贈例３５）に比べると、この曲では装飾音が増え、

声部の自由な動きが目立つ。もはや、この曲では

舞踊感はなくなり、舞曲のリズムだけを残し、完

全に抽象的で様式化されたものになっている。Ｊ･ｓ

・バッハに至っては、更に組曲が拡大されるが、

この組曲の様式化がソナタに結びついていくこと

は、西洋音楽の器楽の歴史の中で非常に大きな変

革であった。我々は古典派に入り、組曲がその名

を捨て、＜ピアノ・ソナタ＞の中で、アルマンド

がアレグロに、サラバンドがアンダンテに、ジー

ﾄﾞ跳躍のイメージに結びつく（贈例３３．９）

チ・走行のイメ￣ジをもった曲（謄例33.ｈ）

以上、いろいろな小品の断片を取り出してステ

ップのいろいろなイメージに結びつけてみたが、

単純な歩行や足踏みが、主に左手の和音のリズム

と全体のテンポに支配されるのに対し、変化を伴

なっていくステップには、音のタッチの変化、右

手の装飾と細分化、左右の音型のからみ、などい

ろいろと曲の作りが巧妙になっていくのがよく分

かる。特にプロコフィェフの作品には、現代のピ

アノのメカニックを最大限に発揮していく、小気

味のよい音の放射がみられる。近代のピアノ音楽

が次第に打楽器的奏法を強めてきたのと、舞踊が

最初の原始的形態において、単純な打楽器のリズ

ムを伜なっていたのを比較すると、ピアノこそ、

最も舞踊に適した楽器といえるかもしれない。し

かし、今、ここで最も注目すべきことは、舞曲の

もつイメージが、器楽曲の様式化とその技法に著

しい貢献を成したことだろう。

ｃ舞曲が人々の共同体意識に根ざしているこ

とは既に述べたが、体の動きを伴なう集団の儀式

の場合、そこに一定の動きへの秩序が必要とされ

る。その為、舞曲は、音楽に一定のリズムとテン

ポを要求することになる。音楽は、拍節に区切ら

れ躍動感をもつようになる。舞曲のもう一つの側

面は、同じステップのくり返しにある。あらゆる

人間の生命感というものは、呼吸に始まり、歩行

・脈博・環境に対する生活の周期性まで、すべて

等時性的反復を前提としている。それは、音楽が

「主題の反復」という構成をもって様式化される

ことにつながっていく。ルネッサンス時代の幕明

(脚註）

１０．（譜例34)は、ハワード・ファーガスン「初期ド

イツの鍵盤音楽選集ＶＯＬ､１」（全音楽譜出版社）

１９７６年,より引用２２４

－１１６－



永山：ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）

章で試みる。グがフィナーレに変貌していくのをみることがで

きる。

話を少し戻すが､.異なったリズムとテンポをも

つ舞曲が組曲化されていく背景にはく先ず舞踊が

鑑賞用として舞台に乗せられ芸術化されたこと＞

そしてくそのことが楽器の発達と演奏技法の開発

を促がし舞踊を離れた器楽様式をも成立させたこ

と＞の因果関係をもみることができる。やがて鑑

賞用舞曲は、宮廷バレエを生み出し、芸術的に高

められた組曲は、ソナタへと発展していくのは、

既に述べた通りである。舞曲から組曲、ソナタへ

と発展してきた過程で、演奏技法がどう開発され

てきたかというと、それは、まさに変奏技法によ

って成し遂げられてきたものと考えられる。変奏

曲は舞曲と共に器楽の最も古い様式に属するもの

であるが、その技法が舞踊に大きな拡がりを、そ

して音楽にかつてみられなかった重要な価値を与

えたと言っても過言ではない。

ここで､変奏曲の例をとり上げる｡(贈例37｝皿）
パッヘルベルは、中部ドイツのオルガン音楽の

巨匠で、後の大バッハにも重要な影響を与えた人

である。有名な「弦楽の為のカノン」にみられる

ように、旋律に流れるような美しさがあり、オル

ガン・コヲールに傑作を数多く残したが、ハープ

シコードの為の変奏曲にもすぐれた作品を残して

いる。この曲は、1699年の(HexachordumApo‐

llinis)といわれるオルガン曲集の最後の曲で、大

変有名な曲である。「セバルティーナ」というア

リアの主題は、非常に印象深く、後に８つの変奏

が続く。ここでは、アリアと各変奏の冒頭だけを

示したが、変奏１、や変奏８、のようにバイオリ

ン的な流れるような音型をもったもの、変奏２，

や変奏４、のようにオルガン的重厚さをもったも

の、変奏３、のように携弦的イメージをもったも

の、変奏５、のようにハープシコード的装飾音を

伴なうものなど、さまざまな音型のイメージが描

かれている。こういう技法は、すべてピアノに受

け継がれていくが、その細かい分析は、次の第二

Ⅱ先行楽器から引き継いだイメージ

Ａオルガンの様式からきたもの

オルガンは、非常に古い楽器であるが、それは、

キリスト教会で唯一の認められた楽器として、宗

教的儀式において聖歌隊と共に不可欠のものであ

った。オルガンは、聖歌隊の声部を模倣し、ある

いは、他の声部を補強する役割をもっていたが、

次第に声部から離れたオルガン独特の器楽的音型

を開発していく。先ず、オルガンの鍵盤は、初期

のプレリュードに見られるような即興的な音階パ

ッセージを出現させる。同時に低声部においてそ

の音階パッセージを支えるかのように、足ペダル

を伴なう和音の充実した持続音をパイプから送り

出していく。音階は教会建築の塔のように上昇旋

律を描き、ペダルの持続音は、聖堂の空間を満た

し、大地に根が生えたように固執低音を形成する。

それはポリフォニーの作品を限りなく発展させて

いくが、何れも、厳しい構成感を伴なった厳粛で

力強い雰囲気をもっている。

ここで、ピアノ作品から、オルガン的イメージ

を引き出してみよう。バッハのクヲヴィーア作品

は、ピアノの重要なレパートリーであるが、その

ポリフォニー作品には、オルガン的イメージをも

った音型が多い。（贈例３８）

これは、古いトッカータの様式だが８小節目の

音階的動きは、まさに鍵盤の動きを坊佛とさせる。

左手にみられる長い持続音は、オルガンのペダル

を思わせ、１０小節目からのコラール風の動きは、

パイプから送られてくる重厚な音のイメージを連

想させる。

ここで（贈例５）をもう一度、引用するが、第一

章でも例をあげたように、４つの長音符による地

を適うような主題による５声フーガは、その祈る

ようなイメージからしても、オルガンに最も合っ

ている。ここで、オルガン特有の音型を次の三つ

に分類してみよう。(脚註）

１１．（譜例37)は、ハワード・ファーガスン「初期ド

イツの鍵盤音楽選集VbLo2」（全音楽譜出版社）

１９７６年,より引用236～4１

(a）直進的・即興的音階のパッセージ

(b）メリスマ的回音様式による音型

－１１７－
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(d）音の強弱の対比も大きくとれるし、自由に

アクセントをつけたり、テンポも緩急自在

に動かせる。

に）ピチカートが可能である。

に）パイプから空気を一杯ふくらませて、送ら

れてくるような厚みのある持続的音型

この３つの例を（贈例３９ａ、３９ｂ、３９ｃ）で示

す。これら３つの例は、声楽曲とオルガン曲から

の引用であるが、バッハのクラＹｒイーア曲から、

その音型を模倣したものを取り上げてみよう。

（贈例40ａ）は、初期のオルガン・トッカータ

にみられる即興的音階パッセージのイメージをよ

く表わしている。

（贈例４０ｂ）は、音型が波形を描きながらねば

り強く上昇していく回音の動きが手にとるように

分かる。この回音は、バイオリンに取り入れられ、

次第に華やかなものに変わっていく。

（贈例40ｃ）の冒頭における重厚な和音は、ピ

アノでは、ペダルを力一杯踏みこんで音の広がり

を出すが、まさにパイプ・オルガンの音を模倣す

る趣きがつよい。

古いオルガンが非常に宗教的色彩が強かったの

に対し、近代のオルガンは、管弦楽的色彩をもつ

ようになってくる。

これらの特徴は、バイオリンに対して驚くべき

表現の幅をもたらした。オルガンが、専ら宗教的

色彩が強かったのに対し、バイオリンは、オペラ

などの劇音楽に匹敵する表現の広さと自由さをも

っている。現代の完成されたピアノの万能性と対

抗できる楽器は、バイオリンを除いて他にはない

ものと思われる。ここでは、先ず、鍵盤様式に影

響を与えたバイオリンの技法を、いろいろと分析

してみよう。バイオリンの技術は、左手の移弦を

伴なうポジションの移動の技術と、右手のボーイ

ングの技術を複合したものである。五度の音程に

調弦された４本の弦にまたがるこれらの技法は、

いろいろな器楽的装飾音型を生み出していく。特

にバイオリンは、オルガンやリュートに比べて、

単旋律的動きの豊かさを要めとするので、旋律的

装飾化に非常に貢献したものと考えられる。そし

て、それらは、前章の終りで示したように音階や

和音の変奏技術が前提になっているのである。こ

こで、そのいろいろな器楽的装飾音型を拾い出し

てみよう。（贈例４１ａ～Ｒ）

これらは、篠崎バイオリン教本の１巻から４巻

までの中から、バイオリンの基本的な運弓法と運

指法からくる音型を、いくつか引用したものであ

る。実際の楽曲では、この音型が結合したり、拡

大したりする技法がみられる。（贈例４１ａ）（４１

ｂ）の二弦間の反復、（４１ｃ）の三弦間の反復は、

何れも開放弦の音によるもので、専ら弓のボーイ

ングのみによる基本音型である。その他の音型も、

移弦を伴なうにせよ、同一ポジション内における

左手の指の動きで処理できる音型である。

（４１Ｋ）（４１Ｌ）（４１ｍの二声的動きは、異弦

間の華麗な弓さばきを連想させる音型となってい

る。バイオリンは、専門外の楽器なので深く立ち

入れないが、この弓さばきから受ける音型のイメ

ージが、後のクラヴィーア作品の演奏におけるフ

レージングやアーティキュレーションに重要な効

果を及ぼしていると考えられる。ここで、バイオ

リンの様式の偉大な創始者、Ａ・コレルリの変奏

Ｂバイオリンの技法から引用されたもの

オルガンがべとつくような重厚な音をもってい

るのに対し、バイオリンには、非常に華やかなイ

メージがあり、声楽のアリアを立派に表現できる

持続力と、急速なレシタティーヴや旋律の装飾も、

弓の速い動きで自由に表現できる多彩さがある。

それは、主にバイオリンの次の特徴によるもので

ある。

(a）人声ソプラノより、二倍も音域が広くどん

な歌手よりも音を長く延ばせる。('2）
(b）左手でポルタメントが可能で、ヴィプラー

トも自由にコントロールできる。

に）早口の楽器（フルート・オーボエ）と同じ

ように敏捷に速いデッサンを奏することが

可能であると同時に重音奏法もできる。

(脚註）

１２．マルク・パンシェルル「ヴァイオリン」（白水社

：文庫クセジュ）1967年,のＢ型を参照
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技法を駆使した作品〈ヲ・フォリア＞を例にとる。

（贈例４２）

この曲には、先に述べたバイオリンの基本的な

音型が応用され、更に拡大された運弓法の技巧の

すべてが出てくる。この項のまとめとして、ピア

ノの作品の中で弓づかいを連想させる音型をいく

つか取り出してみた。（贈例４３）（贈例４４）

（譜例４３)では、音の進行に弓の動きを意識した

フレージングとアーティキュレーションを挿入し

てみた｡(鯛)(譜例44)も、何れも二弦間にまたが
る弓の動きを感じさせる音型で、特に（４４ａ）と

（４４ｃ）は、拍の頭の跳躍音をマルカート気味の

たっぷりした音で出し、その間をモルデント、音

階の規則正しい経過音でレガートに埋めていく装

飾的音型が、右腕の細かい敏速なボーイングを連

想させる。

最後に、モーツァルトの変奏曲から一例をあげ

て、旋律的主題が次々と装飾されていく様子をみ

てみよう。（贈例４５）

機能的にみると、ピアノの鍵盤は、弓のボーイ

ングとポジション移動からは、完全に開放されて

いるはずであるが、こういう簡潔で清楚な、流れ

るような曲からは、ピアノの粒立ちの背後に、バ

イオリンのもっている微妙な音のニュアンスが伝

わってくる。弦のちがいによる音の変化は、ピア

ノでは、指先のタッチの変化で表現しなくてはな

らない。こういう一音一昔に対する細かい配慮は、

次の項で特に必要になってくる。

これらの楽器は、弦を手ではじく奏法が基本で

あるが、同じ擁弦楽器でも、チェンバロは、はじ

く作業が機械化されている。ピアノは、チェンバ

ロを更に合理的にした楽器であるから、ピアノか

らリュートなどのイメージを引き出すのは、非常

に困難を伴なう。それは、音を出す条件が全く逆

の立場にあるからだ。ピアノは、音の量:、（音の）

結合の速さ、強弱の変化が自由自在にコントロー

ル出来るが，これらの捷弦楽器は、つぶやくほど

の音量しか持ち合わさず、しかも音のスピード感

や変化も、バイオリンの足もとにも及ばない｡雄

一の例外は、大型ハープのグリッサンドのみであ

る｡）しかし、音が空気と融け合っていくみたい

に、私たちは、－音一昔の肌ざわりを確かめるこ

とができる。つまびくことによって、心を許し合

うことのできる楽器であり、その弱いながらも微

妙な余韻と、スピード感はなくとも「間」でもっ

て音を創り出していく確かさがある。ハープは、

この中で「天使の楽器」といわれ、唯一、宗教的

イメージを伴なう楽器で、他の二つの楽器とは、

多少イメージを異にするが、この楽器からは、２

～３のアルペジオの例をあげ、リュートやギター

（との両者は、特に区別しないで考える｡）の音

型や技法に的をしぼっていく。

ａハープからくるイメージ

ハープは、開放弦を平行に何十本も張った楽器

で、かなり大型のものであるが、中世においては、

リュートなどと全く同じ用途において吟遊詩人た

ちの朗唱の伴奏に使われた。その頃の楽器は、２５

本前後の弦を持っていた。ハープが、それ独自の

様式を確立するのは、近代に入ってからで、７個

のペダルを備え、４７本の弦を持っている現代のハ

ープ(M1の為の奏法は､左右・各々四本の指による
広音域に渡るグリッサンドに象徴される。これら

のグリッサンドは、単音・三度音程・三和音の何

れにおいても、そして、両手を並行でも逆行でも

楽器の全弦において可能であるので、ペダルの組

合せの設定の仕方で、さまざまのグリッサンドが

表現可能である。それらは、音の奔流するイメー

ジが強いが、音色が繊細なので、非常に快いひび

きと流れをもち、音の威圧感はそれほどない。

ここで一つ例を示そう。（贈例４６）

Ｃハープ・リュート・ギターなどの揺弦楽器

の音型を模倣したイメージ

(脚註）

１３．（譜例43）の考え方は、石川正司氏の「インヴェ

ンションとシンフォニア～原典版から私の解釈ま

で」の小論をも参考にした。

月刊ムジカノーヴァ(音楽之友社）1976.10月号

14．エレーヌ・シャルナセ、フランス・ヴェルニヤ「ハ

ープ・リュート・ギター」（白水社、文庫クセジ

ュ）、1972年,を参照２２８

その他、ハープ・リュート・ギターのイメージに

関しては、同審をかなり参考にした。
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であるが、その音のデリケートさは、複雑なポリ

フォニ￣よりも、親しみやすい旋律と和声的動き

にふちどられた小品に最も合う楽器と思われる。

これらの曲は、タプラチュアの形で記譜される

が、常に、和声的動きを伴なう自由声部書法が用

いられている。ここで、そのタプラチュアに基づ

く例を１つあげよう。（譜例４９）('5）
これは、様式化されたアルマンドの曲だが、伝

統的なリュートの語法がはっきりみられる。それ

と同時に初期の鍵盤楽曲がリュートの様式を、そ

のまま受け継いだことも、はっきり認識できる。

次に声楽ポリフォニーを、単旋律とリュート伴奏

の形に編曲した例を1つ示す。（譜例５０）

この曲では、リュートが声楽の伴奏楽器として

通奏低音的奏法に秀でていることがよく分かる。

さて、ここでピアノ作品から、リュートのイメー

ジを引き出してみよう。

チェンバロの作品は、音色的にもリュートのイメ

ージを多く引き継いでいるのが多い。最初にとり

上げる＜アンナ・マグダレーナの為のクラヴィー

ァ小曲集＞からの抜粋（贈例５１）は、リュートの

清楚なイメージを、そのまま鍵盤に移し換えたと

いっても過言ではない。２つのポロネーズの捷弦

的な重音、クーラントやマーチの左手の、ステッ

プを思わせる音型、メヌエットの右手の生き生き

とした分散和音、サラバンドの余韻を伴なったメ

ロディなど、何れもリュートのイメージをそのま

ま受け継いでいる。スカルラッティは、スペイン、

及びポルトガルに年月を過ごし、イベリア的なも

のに、そしてギターに影響を受けているが、彼の

ソナタには、リュートの技法を更に拡大し、スパ

ニッシュ・ギターの奏法をも取り入れた鍵盤書法

への革新的でユニークな試みがみられる。ここに

その例をいくつか示そう。（謄例５２ａ.ｂ･ｃ．。．

ｅ）（52ａ）と（５２ｂ）の重音は、弦のはじけるイ

メ￣ジが生き生きと表現されている。特に（５２

ａ）の一拍目の和音は、スパニッシュギターの強

烈な打弦の響きを思わせる。（52ｃ）と（52ｅ）の

トレモロ（同音反復）やタムポーラ（同一和音の

連打）の刻みも、ギター特有の表現につながる。

（５２．)には、音の跳躍がみられるが、これも極

めて新鮮なアイデアで、鍵盤では、手の交差を伴

なう技術を要する。ギターの引用が出ると、どう

この曲は、シューベルトの歌曲のテーマを、ハ

ーピストのヨゼフ・モルナールがハープ・ソロの

曲に編曲したものであるが、この、テーマを内包さ

せた、目くるめくようなアルペジォがハープの真

骨頂を表わしている。

ピアノの曲から、いくつかハープのイメージを

引き出してみよう。最初は、ベートーベンのソナ

タから引用した。（贈例４７ａ～。）

この（４７ａ）の部分は、ピアノでは、非常に跳

躍に対する指の技巧を必要とする箇所であるが、

その軽やかなスタカートと跳躍を伴なった分散和

音は、ハープのイメージに近い。次に同じ曲の中

の他の例（４７ｂ・ｃ。。）では長いアルペジォやグ

リッサンド的パッセージがいかにもハープを思わ

せる音型となっている。ベートーベンは、ピアノ

の音域の拡大に対して敏感に反応していった作曲

家だが、ひょっとしたら、この作品を作った時に

ハープのイメージにかなり影響を受けたのかもし

れない。

ショパンの華麗なピアノ技法には、音の使い方

にハープを思わせる箇所がたくさん出てくる。

（贈例４８.ａ｡ｂ･ｃ．。）

これらのショパンの音型は、後の近代フランス

のドピッシーやラヴェルのイメージへとつながっ

ていくが、ハープの広域にまたがる華麗なブイギ

ュレーションが、ピアニスティックな技法の発展

に重要な影響を及ぼしたことは確かだと思う。

ｂリュート・ギターの音型からくるイメージ

リュートとギターは、本来別の楽器で、構造も

多少ちがうが、ここでは共通のイメージとして一

括して考える。これらの楽器は、その音の典雅さ

によって、独奏よりも、詩や歌の伴奏としてよく

使われた。リュートの非常に流行した時代（16世

紀）には、巨匠的演奏家が出現して、声楽ポリフ

ォニーを模倣した作品までも再現してみせたよう

(脚註）

１５．（譜例49）（同50）は、カール・パリシュ「初期

音楽の宝庫～中世・ルネッサンス、バロック時代

の音楽～」（音楽之友社)1974年,より引用Ｒ２６４

Ｒ２２４
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永山：ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）

しても生粋のスペインの作品をみたくなる。次に

アルベニスとグラナドスの作品から例を示す。

（贈例５３）には、ギターの最も効果的な奏法であ

るカンパネラ（異弦同音）の効果が表現されてい

る。グラナドスの作品（贈例５４）でもギターの目

覚ましい携弦効果がみられる。

ここで、スペインから離れ、ウィーン古典派の

ベートーベンの作品から、ギター的イメージを引

き出してみよう。（譜例５５ａ～ｆ）

以上で先行楽器からの模倣的イメージの分類を

終わるが、ピアノは、複数の開放弦による打弦機

構を擁している楽器なので、弦楽器からの引用に

多数の頁を割いた。その他、ティンパニーのトレ

モロや、トランペットのファンファーレなどを思

わせる音型などもピアノ作品を通してみられる。

それらについては、次の章のオーケストラ的表現

の中で一括して分析する。

（５６ａ）は、１小節遅れのカノンだが、２小節単

位のテーマの後半が１小節目と対立的なモティー

フを使用しているので、縦の線でみると同時に対

立的音型の組合せも含むことになり(c１，の要素が入

ってくる。（５６ｂ）では、右手のメロディの進行

に対して、左手が、持続和音によるオルガン風の

もの(|)、ギターのタムポーラ奏法からきたもの(iⅡ、

同じくギターの分散和音のイメージ(iii)、バイオリ

ンの移弦奏法的なもの(Ｍ、など、いろいろな伴奏

イメージが浮かんでくる。（56ｃ）と（56．)では、

重厚で、断定的な旋律に対して、からみつくよう

なオプリガート的、第２旋律の形成がみられる。

バッハの作品においては、これら３つの様式が、

複雑で級密に関連し、非常に構成的な器楽様式が

確立される。それは更に、主題の拡大・縮小・反

転・逆行などのあらゆる技法を伴ない、音型操作

における恐るべき構成力は「音楽の形・そのもの

が芸術」という境地をみせている。バッハ以後の

作曲家の意識が、それ以前の作曲家には存在しな

かった「器楽的音型操作の典例」、をバッハの作

品に見い出すことは、もっともなことであるｂ

ここでは、近代のピアノ作品から、声部書法の

印象的な例をいくつか引用する。（贈例５７）

この曲では、低声部のチェロのような旋律と、

高声部のバイオリンのような旋律が、中声の重音

のリズムをはさんで対話を交すような瞑想的な曲

である。

（贈例５８）では、右手の高音部のピアニスティ

ックなオクターブ音階と、左手の低い音の広い分

散和音にはさまれて、中声に息の長いメロディが

でてくる。こういう華やかな声部書法は、オーケ

ストラに対抗できる、ピアノ音楽の独壇場と思わ

れる。

最後に、スケールの大きさを誇る、オーケスト

ラの書法を、ピアノが、いかに模倣してきたかを

分析する。

Ⅲ複数の楽器（声部）によるアンサンブル、及

び管弦楽的様式を模倣した技法

複弦楽器や、鍵盤楽器は、二つ以上の音を同時

に出せる。そのことは､他の旋律を和声的に伴奏

したり、自ら複数声部を弾き分けることも可能で

ある。この章では､ﾉ複数の楽器（声部）の音型の

ぶつかり合いや調和（アンサンブル）によって構

成されていく音楽語法と、その当然の結果として

の、音量の拡大に伴なう音色的効果（音の強弱と

音色の変化）による音楽語法<管弦楽様式〉の、

ピアノへの移植を概観していく。

複数声部による書法（二重奏ｃトリオ・ソ

ナタ●弦楽四重奏〕など）を模倣したアンサ

ンブル的イメージゴ

Ａ

アンサンブルの基本的イメージを(a）同じよう

な音型を交互に追いかけるカノン的なイメージ

(b）旋律と伴奏がはっきり分かれた通奏低音的モ

ノディ様式に）ヅ対旋律的音型を配した自由な複

旋律的様式の３つに分けて考える。

実際のアンサンブル曲からの譜例の引用は省略

するが、ピアノの小品から、アンサンブルのイメ

ージの見本を示す。（譜例５６ａ～。）

Ｂ音量の拡大と音色の変化による管弦楽的醤

法のイメージ

パイプ・オルガンが、近代になっていろんな楽

器の音色を模倣するストップ（音栓）を増やして

きたように、ピアノの歴史も、結局、音量の拡大
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と音色の変化への対応を目覚して楽器が改良され

てきたのである。それは、やがて、ピアニスティ

ックな様式の開発へと向かっていくが、ここで

は、オーケストラの様式を模倣するイメージとし

て

ベートーベン独特の音の刻みがみられる。この両

者の対抗するイメージが曲の盛り上がりを示して

いる｡

弦の集団によるアイン・ザッツの迫力あるイメー

ジは、ベートーベンの最後のソナタにおいて、は

っきりみられる。（鰭倒１６４）

この曲では、弓の激しい動きが、息をのむよう

な「間」の緊張感を作り出しているイメージが強

い。ベートーベンのピアノ・ソナタでは、至ると

ころにオーケストラへのスケッチがみられる。

この研究は、祈りのことばから始まったので、

最後に、教会の鐘の音を模倣したイメージを２例、

取り上げてしめくくりとしたい。（贈例６５）

（贈例６６ａ。ｂ）

(a）全奏と分奏によるダイナミック比のイメー

ジ

(b）管弦打楽器を含む特殊な音色効果の模倣

の２つを念頭において分析を試みる。音の強弱の

対比は、ごく自然に音域の拡大への欲求につなが

り、そこにおいて音色の変化をも求めた劇的な様

式が成立する。最初にベートーベンの大作「ハン

マークラヴィーア・ソナタ」を例にとる。（贈例

５９）

最初3の強烈な和音は、ティンパニーを含む管弦

楽の全奏のイメージがある。その後すぐＰになっ

て、３本の繊細な管楽器（オーボエ・フルートな

ど）のイメージによる旋律的からみが出てくる。

全奏が広域に渡る跳躍した両手の密集和音で表現

され、その後のソロ部分は、中音域にまとめられ

ている。同じくベートーベンの「悲愉ソナタ」に

も激しい強弱の対比がみられる。（麟例６０ａ。ｂ）

右手のオクターブの旋律は、幅広いホルンなど

の響きを思わせる。１１小節目の広域に下行する半

音階的走句は、背後にティンパニーのトレモロを

連想させる劇的な効果を出している。こういう劇

的イメージを高める為に、ティンパニーを連想さ

せる打楽器的要素が内包されている例は、先にあ

げた（購例１６）の＜ウェーバーのソナタ＞で、も

っとはっきりみられる。この冒頭の左のトレモロ

は、例えばオペラの開幕を告げる期待感をよび起

こすかのように、ティンパーーや低弦の弱いトレ

モロのイメージに結びつく。

次にトランペットのイメージに移ろう（贈例６１）

この曲の出だしは、高らかに響くトランペット

のソロを思わせる。合奏の中でアクセントをつけ

るラッパの響きは、次のベートーベン・ソナタに

みられる。（贈例６２）

次の（欝例６３）からは、左手に厚みのあるホー

ン楽器（ホルン・トロンボーンなど）のイメージ

がみられ、右手に第一バイオリンの集団による、

あとがき

作品の様式の分析は、それを通して結局、人間

が歴史の中で行なってきた音楽行為への分析につ

ながる。集団の場において意味をもつ音楽、個人

の意識の中でのみ反映される音楽、肉体的なもの

との関連においてとらえられる音楽、など、すべて

人の歴史が創りあげたものである。ピアノは、先

行音楽や先行楽器を模倣しながら、過去のいろい

ろな音楽の遺産を相続したが、「何にでも応用が

効く」ピアノから、その楽器独特の〈ピアニステ

イックなイメージをどう形成してきたか＞という

問題については、この研究では、あまり触れてな

い。それは、私の次の研究課題としたい。

参考文献

1．アルマン・マシャベ「舞踊と音楽」

〈白水社＞文庫クセジュ1989年

2．ＲＥ･カーピー「鍵盤音楽の歴史」

〈全音楽譜出版社＞1979年

３Ｗヒフィッシャー「器楽の歴史」（～その起源か

らバッハまで～）

〈アカデミア・ミュージック＞1979年

４．，．，トーヴイ「音楽の表現形式」

〈全音楽譜出版社＞1977年

5．デニス・マシニーズ「ピアノ音楽の歴史」

〈全音楽譜出版社＞1978年

6．アンドレ・オデール「音楽の形式」

〈白水社＞文庫クセジュ1973年
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ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例１

AgnusDei（バチカン版１８ミサより） Credo（バチカン版第１クレドより）
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譜例２

Ｋｙｒｉｅ Kyrieのパラフレーズ
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譜例３

SeqUenceVictimaePaschali（１１thc.）より
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ＪＳ,Ｂａｃｈ（1685～1750）譜例４
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譜例６
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ピアノ作品に承られる音楽語法の分類（１）：永山

ＰＲＥＬＵＤＥＳⅡ

XCanope
譜例７

CDebussy（1862～1918）
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■Ｐ￣￣．■■■■■■■■■■■■■■■￣￣ｄ■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ヮI■■■■■
ロ.■￣■■■■■■■■■■■－－－■■－１■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■０■■■■■■､■■■■■
巴■■■■■■■■■■￣■■■■■’■■■■■ｌ■■■■■■■■Ｉ■■■■■

Ｉ ﾚﾎﾟ｡Ｗ＝====--｣", 〃

■■■￣￣■■■■■■■■■■＝￣
ロ■￣ ＝￣■■■■■ロ■■■－－－Ｉ■■■■■■￣￣
巳■ロー ■■■■■ロ■■■l■■■■■■■■■■■■■Ｉ■■■■■￣

2

霞叡観顧観52忍ｑ９

観観観霞霞霞観観

皿⑪Ｕｗ
Ｄｎｚｇ．蝿。

￣＝

■-－－－￣￣￣￣－
ヶ--＝－－■－■■■－－■■－－－－－■■－■ロー■■■■－■－
■－万■----￣￣￣Ｌ■ロ

『へ-－．･･･
￣－－－－●

〃－

㎡￣Ｚ.

２０F,

＝－＝H＝＝ロー
凸面

－－ニーー ニョ
ー

」夕 Ｐ２ｚＤ

■■■■■■■■■

■Ｌ■￣■■■■■■■■■■■■■■■■

ワー￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■

■■■■■■

￣

F二Ｆ、 －－－

鼠 願 傷霧

ChoralemitVariationen
コラールと変奏曲

譜例８

J・PachCIbel

■

■■！■■■■■■■■■■￣￣■■■■■l■■■■■■■■l■■■r-l■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■

￣￣ロー可￣■■■■■■■￣■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■￣■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣
ニニニ

Ｉ

Ｊ
Ｉ

塵二二二三壁＝窪睾三澤二二＝
￣ ￣ ￣ ￣

１
１

－－」■

￣ケマー￣￣￣＝ｌ■■－■■■■■■■■■＝－■■■■
－－￣言■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■

■■■■■■■■■￣弓■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■￣

Ｕ■■I■■■■■■

'■■￣ ￣

＝ﾛ－－－ －＝＝＝＝＝＝＝

■■￣■■■■■■■■■■■

．＝二＝＝－－－－－＝￣■－
－￣￣

￣￣￣￣

－１２５－



琉球大学教育学部紀要第26乗

譜例９ JesuJoyofmansdesiring

＜ChoralefromCantataNcL147＞ Arrangedby

MyraHess
ＪＳ,Ｂａｃｈ（1685～1750）

CnntandoilSoprano

nJl～て,Ｐ

産篝￣=巨三E芦三三ﾖﾖ三目

Ｉ ヴ
■

■■■■■■■■Ｉ■■■■」■■■

■■￣■■■■l■■｜■■■－－■■■■■
￣｜■■■■■■■■■■|■■|■■■■■l■■■■■■■－１■■■■■■■■|■■■■－－

｜■■■■■■■■■■|■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

〕「１ｺ

憲二=華E謹ま==壁==三雪圭曇===＝
６

ｊｌＱＤ 」､Ｌ

＄ｎＪ

譜例１０

Selveamiche
親愛な森よ

AntonioCaldara
U671～1763）J－６９AndmHtino

￣-丁￣￣

SeLvea-mi・Che，
Andmmn⑪LGO

■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■￣■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
ロ－－￣■■■■－－■■■■－■■■■■－デー■■■■■■■＝’■■￣戸亘＝戸一～ﾛ■■■■
■■■■■■■■■■￣■■■■ｌ■■b■■■■I■■■■■■‐Ｌ￣■■■■■■■－－■■■■ロ■■■■■■■■■■￣、ｌ■■■■■■■
■－－■■■ｌ■■■■￣■■■■■■--■■■■－－－■■■■■■■￣

班Ｉ Ｐノ圏gpUiSsj)'6Ｃｅ“，､'，…雄▲

一一一

司■■■■■■■■■■■■

￣－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣￣■￣■■■■■■■■■■l■■■■■l■■■■■■l■■￣で￣＝■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ケ■■■■■■■■■■■■＝

－１２６－



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例１１ Cn1dioMonteverdi（1567～1643）

〔テノールの場合はRecitativefrom唾Orfeo7Tuse'mortａ

【
￣■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■－Ｆ■■■■■■■■■■■ﾛ■■■￣■■■■■■■■■■■■■臣■■■■
ﾛﾛ■￣￣■■■￣￣■￣■■■■■■■■■■■Ｆ￣
■■■■■■■■－－￣‐■￣■ﾛ■■■■

■

』丁□刀mrDⅡ伊

拳壽=三篝二二二善==害二二二菫
口一ロpH■■■

＝．..-0.■￣Ｌ￣曰■■■■■■■■■

:曰＝．

～－"

ｺｪﾛ■、［。■■

■■￣■■■■■■■■￣￣■■■■■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－＝￣■￣￣■ﾛ■■■■■■I■■
Ｐ■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■ご■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■￣ﾛ■■■■■￣￣－－■■■■

Ⅱ庁一可一一■￣￣￣￣￣■■■￣で■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■B￣－－
■■■■■■￣■■■■■￣￣

■勺Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■￣

￣￣￣Ⅲ
■■■■■￣■■

譜例１２ Ｗ,Ａ,MOZART（1756～1791）TheMarriageofFigaro

譜例１３ＳＯＮＡＴＡ３１Ａｄａｇｑｍａｎｏｎｔｒｏｐｐｏ Ｌ､Ｖ､Beethoven（1770～1827）

ｐｉ血Adagno･ Ａｎｄａｎｔｅ、

－－＝＝－＝－＝－－．
－－Ｆ￣－－－￣￣－－＝

Ｒ巴cilativ⑥
■￣■■
■■五一一一

１
１

C７句BSCb

11己三二２回
b企↓
－■■■■■■■￣＝■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

鵜(………………」）111■11コ
ib1ibldb

Adagi？３．ｓ。…ｓγzfaγα 一一mJTfz68Je

■￣■■－－＝－－－■＝■■■－■ロ■■■■■■こ－ﾛ■＝】－■■■■■■■■－ ￣

ローーミー￣-－－－ﾆーツロロ■■■■＝■卍帛呂'■￣■■＝ニーーーーーー￣

。”p、－
－－ｕｎａｃｏｒｄａ

luMeIeCorde
容鳳）回(注

■

．■曰.1口．＝
■Ｉ■■■

ロ･＝」■■ロ

二二弔母＝四・
刃●ロ

ーコー￣

…)鞠,糧…`。 鵜

i挫基;塗篝曇彗（
－１２７－
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〕ＮＡｒＩ
770～1827）．、

－１:'二＝G活＝＝＝￣ニーーニーーーーーーニローロ■■･一正￣■－－＝＝

'“”…,,……房H＝＿

謹豐旨三豈苣準ﾐｰｰ三三三三二三=二F害＝

’ ,｡..(uFbl‐之プ
国で。〃e平托ssjo"ｅｅｓｗ"/Ｗｃ，

0

12'1国

ニヨ薯二三三三三一ニーーニ
ウビ罵豈而烹＝…．

譜例１５ SECHSVariationen
iiberdieArie”SalvetoDomine“Ｋ、３９８

ＶａｒⅣ Ｗ､Ａ・ＭＯＺＡＲＴ（1756～1791）

譜例１６

ＳＯＮＡＴＥ． Ｋ・MMWeber（1786～1826）

ＴⅡ■■HBn■ ｒ■HHBPd

■■■■■P■＝E】■■■西
ワロ■■で■￣▼￣＝■■■■■■■￣r■■■■■

￣－－■￣■■■■■■■
■

＝デー＝
Ｐ■￣」■■l■■■■

■■￣■I■■－－￣■■＝■■￣」■■U■￣－－匹で■
■■■￣■」■■■■､■づ再■■＝■－－U■■U■■Ｕ
■■■■Ｆ￣＝■ｌ■■■￣■■■■■■■

￣Ｕ■■■■■■Ⅱ■■■■■

■I■■■■－ケ=■■■■■

､,＝■＝::=＝＝＝
Ｉ■■■■■￣■■

■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ■■■■
■■■■■■■■■■■■U■■■I■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■￣
■■■■■■グー正〒■■■

128

２２ｓ

血 ■＿

AduLgio
．Ｌ会s即３匹。＿ ⑤、－－イもの、6 h-1l--pE１．つb伜とる１Aへ畠 －－

麗薑二薑二二二三鬘雲鬘襲
■

‐Ｌ

刑
、□

￣Ｔ浦一

Ｐわが肯＝R-F化ｺｰｰ合由江函駒呂邑'ｄＵ■Ｕ

Ⅱ￣■－－丙■」ロー■●〃

￣￣面

＝Ｈ回Ｅ－ｈＦｍ
唾臣ロ三ｍ再再三三三

ﾛ■■￣司一

￣=＝＝毎一￣ ￣＝￣￣

Ａ Ｉロ ／:３



ピアノ作品に譲られる音楽語法の分類（Ｉに永山

譜例１７

BALLADE1
EChopin，Ｏｐ､２３．

鍔一三二二二j三雲菫三豊二二菫i菫
■■￣￣￣￣￣■Ｉ■■■■■■＝＝■■■￣ｒ￣￣￣－－

■■l■■U■■

pesmU8e■■■■■110

■、■３４
曰￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣ニー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■--1■■■■￣￣

■■■■■￣［]■■■■広一一一■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■￣￣
－－－■－，■■■■■■■■■■■■￣Ⅱ■■■■|■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■￣￣l■■■■￣

￣￣－１■■■■■■■■

Ｊ１/，@s":リ ｚ５２３ｎＺ
－フ ｶﾞミニーョコー

量一EP4二,出`･い麺毎DB団a

麺qzn唖`B15BnLqiUa鬮Ｉ

」皿ＵＵ巴ｒｍＬ｡■■Ｂ口
■■一．＿

＝■＝＝■■＝■＝￣■￣￣￣■■■■ ■■■■■■■ロ■ ■■■■■■■■■■■ ￣￣

ワ■■ ￣￣■■￣Ⅱ■－－－ヨ■■■Ｐ■■■■■■ ■￣￣■■■■■￣■■■

■■■■■－Ｆ■￣￣弓■￣￣■■■■■－－￣■■－ －■■■Ｔ＝￣￣

■､■ ■■■■■￣＝■ Ⅱ 「■■■■■■ ￣－－－■■■■■■■￣■▽￣

ロ

■■■Ⅱ■■■ロー￣－－■■■■￣ｉ■■■■■■■■■■＝＝Ⅱ■■■I■■■■

￣￣■￣■■■■■■■■■￣￣■■■■■■■■ご￣I■■■■■■■Ⅱ■■■■■
■■■■■

譜例１８

hvitationtotheDance

(Auffomerungzumlhnz）
C・皿､VbWebcgbOpL笛

３６～１８２６
Dnum

■■■■■

一巨三毒二毛と＝是

塑謹室=＝逹逹匿謹壷皀=露垂三厘三

’■■■■￣ロー■■■＝－－■■■■ ＝ニー

ーーーロ.---ニー
ー』￣‐￣￣

￣￣￣■■■■■■■■■■■￣Ｕ■■■■｜■■■■■

~■■■ロー■■■■■■■■■■■■■￣Ⅱ■■Ｉ■■■■■」■■■■￣■■■■Ｌ＝ｌ■■■■■ﾛ■■■■■■￣￣￣￣■■■■--■■■－－-1■■■■
￣￣■■コーー￣￣■￣■ﾛ■■■■■■'■■■■■Ｆ￣■■■■■■■■■■￣￣■ヨロ■■■■■■■■■■l■■■ロ■■■￣ョ■￣＝■■■

■■■■■－－￣■■■l■■￣■■■■■■■--￣L■■■ロ■■■Ⅱ■■|■■■■￣■■■■

へ百
■￣

■＝■■■￣■￣■￣￣￣￣￣￣￣■￣￣■￣■----■-----■￣■

ワ-■■＝-－－￣■￣￣￣＝￣￣￣ローーー---■￣■－－－－■------■
ﾛ■＝■---■￣￣￣■＝■■￣￣￣－－■■■￣■■￣■■■■■■■■
巳 ￣■￣￣■￣■￣￣＝￣■■￣

■■■■■■■■■■■■Ｉ■■Ｉ■■■■■■■■■■■ロ■￣

Ｐ■■■■■＝￣~■■■■■■■■■l■■■■■■Ⅱ■■■ロ■■■■■＝■Ｌ■。_■■￣■･■■－■■

■■＝■■■■￣-1■■■■－－.■■■■■￣＝■■￣■’■■■■■■■■■■l■■■■￣￣■■

Ｅ已二

－１２９－

▲■

△■

▲Bａ

B

ＳＩ

Ｐ■

ローーニン８

Ⅲ⑪dUoTzut⑪

▲

･ｈ ＆

RomdcaubriIIant

４－－．４麺一一－２～-－

3 3,●● ：

､▽

(1786～1826）

且扁～ 駒帛￣

Ｋニニン゜ｉＵｉ８

８８～-－３－２－￣～＿ニシ
冠

６

王司、＝高ヘ

ニーノ

乏丘二=面詰訂百二一､：

ミミニニー

マー量ミーニン

－－－￣￣
￣

￣￣
￣ゴー医三

■
■
】

①

9ｍｇ8,3,

｣、

－－－

－３/、＆
－－

一
つ

三味ﾖ三EＥ＝主弓曰ヨ三

壷謹曰
－－－－－－－

■〃UＳＧ

￣、

＆

￣

」 《

．I～

士二 耐ず ￣ rｒＴａ １

暹匡 ヨーＥＥ＝駐

『
・
房 壬＝匡岳

｜
ヨ

ＱＪＯ

Ａｌ．霊

Ｉ

イー
へ

Ｃ 言 逵碁 公
〃

Ｃｍ８

▲

② 秒７忽率iｍｅ

蘓笠肇圧三 歪ＥＥ＝三差
￣

■■■■■■■■■■■

￣

■■■■■■■■■■■■■
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譜例１９

Ａｉｒ
(FbrlheG-String）

ⅡⅡ■HpnⅡ出ｂｌＬ

廷＝二三蒻毫二三篝三雲嚢簔逹三富=壽篝

Ｏｍｂｒａｍａｉｆｕ（Largo）
＜operaqSersd,＞

譜例２０

Ａｒｉａ ＧＦ.Ｈ自ndel（1685～1759）

■■■ﾛ■■

■■」■■■■Ｌ■■■I■■■■■Ｕ■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■
「￣￣■■■■■■■■■■■■￣I■■■■■■■ｌ■■■■Ⅱ■■■■￣■■■■
￣-－－１■■■■■■■■l■■■■■■■ｌ■■■■■■■
￣.＝＝■■■

１
１

■￣－匹

＝￣＝＝
l■■￣■■■■■■
■■

￣＝■

￣シ■

～_●_￣Ｄ
Ｃ Ｃ

■■■■■■■
－－１■■■■声■■￣■■■■■■■■￣￣ロ■■■■■■■■■■■

Ｕ■■■■－－■Ｉ￣￣■■■■nＦ■￣■■■■■■■
￣‐￣￣￣

Ｉ
譜例２１ WohltemperiertesKlavierl

Preludio8

J,Ｓ､Ｂａｃｈ
LentomoderatoJ-100

百〕L ｂＢＢＢ
夕

■￣■■ローq￣￣￣■■■￣￣￣■■ウーーー￣■－－－口■■■■■￣￣■ﾀー
ロ‐で■■■ローコー ■ ■￣￣￣■ ￣＝■戸丘＝＝■Ｐ￣.￣￣■￣

■￣■￣･￣■￣￣￣￣－－デー－Ｆ－－￣■■￣■￣
巳－－￣￣￣￣■￣￣ゲター■グー－－■￣

￣■■

■■■Ｌ＝■何■￣￣■Ｐ＝ロ■■■■■■■
￣￣■■■ニーーロ￣■■－０■■■■■■■
■￣ロ■■■■■■■■

－１３０－

「

面』

一
； 三二二三

｜
｜
『

：
》

■■■■■■■■■■

■ﾛ■■■■■■■

■■■■■■■■■■注＝￣

卦
一

５
日

三筐ヨヨエ主

２
…

■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■

●」

「「に
ZmldbJ“

「「「 ＩＨｒｒ CD19SC．
「 圭一

●
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￣十



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１１：永山

譜例 ）Ｎ’
Ⅲ

旨＝＝＝＝＝＝＝＝ニーーー￣■■■■■ローニ'■■■'－－■＝■■■U■■■ ■■■■￣

■■

ｂ－ｌ■■■l■■■ロ■■■■■l■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■I■■■■■■■弓l■■■l■■■

■■■で■■■■■■■I■■■I■■■I■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■l■■■Ⅱ■■■￣■■■■I■■■－ｌ■■■■■■■Ｉ■■■ロ■■■
￣■■■■■■■■■■■

SONATE

KV189g(282）
(ｂ）

Ｗ､Ａ､ＭＯＺＡＲＴ

緯菫差菫豐二二皇=皇扉==ニーーー
邑昌 ｣￣魁

|■■￣■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■

ロ■■■ごU■■区■■■■■■￣■■■■￣刀Ｉ■■

〃■Pヨ‐■P￣■■■■■■￣｜■■
■■■■■■

Ｐｒ

Z3Zl32－－
－￣■￣＝￣－－■■￣￣￣￣■￣■￣－－￣
ロ■。■￣■－－￣￣￣￣￣■￣■－￣￣￣￣■￣￣ロ－￣￣￣
■『■■■－－－－－－－￣￣￣■￣－￣￣－－￣￣■￣￣￣￣￣￣

￣■■￣￣■

Ｉ壷姜信二菫三菱三菱蓮二室塞墨一員垂壁
K1avierKonzert23（Ｍ88）

Ⅱ
(ｃ）

Ｗ,Ａ・ＭＯＺＡＲＴ

Adagio
￣￣ロー■ ￣￣

￣￣~且￣■＝＝＝■■ロー
■ﾛ－－■￣￣■￣■￣￣

■ 睾当==曇二匡毒=講壺謹菫二三
Ｉ ２８

壁垂澤=圏宰巨ヨョニョニニ医圭＝

i篝雲鑿篝篝二Ｉ

－１３１－

2２

(ａ）

nte
八．。｡ ￣－－－

ＳＯＮＡＴＥ

Ｋ､５４５
Ｗ､Ａ・ＭＯＺＡＲＴ

き￣￣＝=＝、へ

巧＄

△□公一⑨■Ｚｎ－

－－

ハロ 箸璽一～￥

￣￣￣￣￣々

１３２ 樹－－＝～
３２

か ４亀一=Ｔニユ３２

益≠海一一戸

』
』
口一屋

Ｂ＿￣

ユ ￣ ニニーニー二つｐ 二 ￣ ｐｐ ￣ ニニ ￣ Ｐ

￣

倉◆注倉ｃ倉Ｂ●`1-つ

』
ロ
』 ￣陰ﾄー

l■■■■■■

￣

■■■■■■畠二二
￣

Ⅱ■■■■■

Ⅱ■■■■■ 三二三Ｅ
ご
二
三

｡

伜 ￣ 伜■ ￣ ｐ律 ￣ 伜

「－－￣９￣￣。ワーニ：

＿■っｐ－ａＣＰとｐ゛律

一

ニーニ－－

』
ご
】

』
ロ
】

－
－

－

寵
■■●

￣

￣望￣二庄匡

』
ご
』

□

｡ 垂=云乏冗亡 P/ご1巨巳／二三E多三戸E/ご石Ｐ P/宣旨Ｅ/舌EEl3ﾘﾉ百参E/三巨虐
当主 =EEE 這這

｜
■ ＝E昼

｜
屋 ま 宝=Ｅ

ロ
ロ
ロ 生珪三E崔屋

－匹
一

一壺匪匡昌=Ｅ
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譜例２３

LiederohneWorte

ＶｅｎｅｔｉａｎｉｓｃｌｌｅｓＧｏｎｄｅｌｌｉｅｄ

12. ｄｉｉ冗弥．－－－
Z,

勺ロ ■■ ’■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■U■■■ ■■

￣■■、■■Ｉ■■■■■■－￣----￣－－－－－－－■■■■■■■■｢■Ⅱ■■■■■I■■■■■■■■■■■－■■U■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣￣■▲￣■■■■■￣■■■■■■■■U■■■■■￣■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛⅡ■■■■■■■■U■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■

･￣･･.･･･.￣･云岳一＝･･･－万＝･･････'･~ﾛ゛･･－－－･･･￣･･････￣￣＝･･･!･･･壱＝~･＝＝･･･
鶚９８５m」０

沼

一■■Ｕ■■■■■■■■■■■Ｕ■■■Ⅱ■■■￣￣

ロ－■■■■■■■■■■■￣■■■■■￣■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■I■■■I■■■■■■■■■￣■■■■■■■■￣
■.■￣￣■■■■■■■￣■■■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■咄■■■P■■■■■■

■■■￣■■■－－■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－■■■■■■■■■■■■￣￣■■■■■■Ｉ■■■■■■

－コ■■■■■■■■■■■■￣U■■￣■■■■■－－￣言■■■■■■■■［＝＝＝=-丁■■■■■■■■■■■■■■－－－－■■■■■￣－－－■■■■
－－■■■■■■■■■Ｆ￣ロー￣■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■１■■■Ⅱ■■Ｕ■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■￣￣■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■'■■■■■■■■■■ﾛ■■■Ⅱ■■■ロ■■■■■■■■■■■

Ｕ■■■U■■■

二■■●￣￣二■■ﾛロニー

⑱、叢９８５，雛騒乱

譜例２４ ＦＡＮＴＡＵＳＴＲ－ＩＭＰＲＯＭＰＴＵ

〈ｏｐ６６〉 ＲＣＨＯＰＩＮ

Moderatocantabile
ニーユ ４８－￣ユ 二

一●１
１

■■■■■、■■■■■■■

ｒ￣で■〃－日■■■■￣■■■■■■■ヨ

■ロー■￣ロ｣■■で＝■■■■■■■■■■■■ｌ■■■
Ｉ■■■

壷為る。
S､〃０”Ｃｅ

／ゲーー式 ／五二五、
■■■￣■■■■■■■■■■■￣￣■■■■■■■■￣￣ヨ■■■■■■￣ヨー￣■■■■■■￣－－'■■■■■■字元■■■■F￣￣ヨ■■■￣￣

■■■ｒｚ■Ｍ■￣､■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■l■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■￣■■■l■■■■■■l■■■■■■■■￣＝Ⅱ■■■亘■■■I■■■～■■■I■■■■■■豆-

--＝面凹■■Ｆ－－■■■￣■■■■■■■■■字一■■■■■■■■■■■■■■■■Ｆ￣■■■■■■■■■■■■￣￣＝■■■■■■l■■■■■■■｢－－－ヨー.＜_Ⅱ■■■￣■■■■■■■■
￣-＝￣■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■￣■■■■■■￣-－■■■■■■

￣￣

か！

Ｚｎ
ロ

ロ－■句一■￣＝■-完■￣￣￣￣■Ｐ■￣

亡■■－口■￣DJ￣■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■－－－－■■■
■￣円＝■■￣ヨーー■￣￣￣￣■ワー
■■￣

－－

／万三＞ /蚕/五~／=へ./三へ /=EEE／r五三五、
ｌ■■￣■■■■■l■■Ｉ■■￣■■■■■￣l■■■■l■■■■■■■Ⅱ■■■■■￣ﾛ■－戸■■￣￣￣￣￣￣＝■■－－￣ロ■ﾛ■■■■■■■■■■

■■■■■■￣■■■l■■＝￣■■■■■■■■￣￣￣￣－－－１■■■■l■■■■■■■■■Ⅱ－－－－－m￣■■■l■■■■■■■■■■￣■■■■l■■■■ﾛ■■■▲■■ﾛ■■＝U■■■■■
￣￣ご■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－１■■■■■■■l■■－１■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣l■■■■■－－－－ョ■l■■■l■■■l■■■■■￣■■■Ⅱ■■■■■

￣,~￣・・￣･ロー････ﾛﾛｰｰ~■■＝･･Ｆ~~■＝－－－口･ローーーーー･=････--..-￣￣■■■￣■■Ｐ
ｒＥｒＰイロ｡

塑謡=霊二言E=僖堯ヨニニ逹昌三雲壽=三二

－１３２－



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例２５ Balladel

FCHOPIN(1810～1849）

ＴｌＩｉＦｍｖ
ａＩＢ噸pD

Iローエー■＝＝＝ニル.－＝＝=■一＝

ごl≦~屋、画
了ｆｚＷＺ~豆へ１

■■■■■■■■■■」■■■■■■■■■■■，■■■■■■I■■■■■－－－－－■■■■■－－￣￣■■■■■■■￣

￣■■■■I■■■■U■■■■I■■■■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■」■－■■■■■■■■■l■■■■￣

￣＝二＝＝l■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■－－－－■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■ロ■■Ｆ■■■■■■■■I■■■■I■■■■■■■■■￣
￣■■■■l■■■■■－－U■■■■■■■■■■■■■■■￣￣I■■■■￣■-￣■■■■■■■■■￣■■■■■

：Ｈ；：！｡Ⅲ５．■
■

96,9国■

田ａ

謹彗ﾆﾆｰﾆﾆ墨匿曇＝霞窪
３

l／弓 ＹＷｉ 21／言ｻﾞ/~』ざnlEV三Z可
■勺Ｔ＝■■■■■￣■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■￣ﾛ■■■

■■■エ■■、￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■ニュー￣￣■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■

－－￣■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■l■■■■ロ■■■■■￣Ⅱ■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■

■■■■U■■■■■￣l■■■■ロ■■■■■■■■■Ⅱ■■■￣￣二一￣

ぬ６＆２ ｈ．髄ｈ
ｇＥａ

●

9座髄ａ

譜例２６ ThePrinceofDenmerk，ｓＭａｒｃｈ

ＪＥＲＥＭＩＡＨＣＬＡＲＫＥ（1673頃-1707）

出典Achoicecollectionofayres，１７００，１５

鑑当望三三詔一向一堂=＝
‘，」」
ロー■■■■■■

￣￣＝￣■■■■Ⅱ■■■■ロ■■■■■￣■■■■■■■■￣￣Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■ロ■■■■￣￣＝■■■Ⅱ■■■■■■￣￣」■■

-－－－－－Ⅱ■■■■■■■■■■￣￣Ⅱ■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■U■■■■ﾛ■￣－１■■■■ロー￣＝■■■■
ロ■■■■■■■￣,■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■l■■■■■夕￣ロ■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■

|■■■■■■■■■l■■■■■■■■■ヨ■■■

l■■■■■■■■■■■■■■■

ご

■■■

=.受'＝＝＝
ロー■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■￣￣￣■■■■￣■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■丙■Ⅱ■■■■－－■■■■

■■■■

喜鬘薑＄Ｊｕ
＝￣＝＝

■■■■＝■■■■■■l■■＝■■

■■■■ロ■■■■■－－－■■

ｌ■■

＝=:＝＝＝
■ロ--￣

＝ニーー￣■￣￣■■￣￣

■ロ■ｒ￣￣￣￣
■

鑿鬘f壽
＝,..□---1...＝－■■－－■
￣面￣■■■■■■■■■￣■＝■■■■

＝ヨー

、､Ｃ

1３３

ｎm 膠 一二ｅｈ－

ﾉｺﾞ
参

謹望酉圭二
０

－－９参

ＵＵ

譜生E三二Ｅ剴＝倖ヨニ白二E岳芒
■■

。

リリー型」」 ‐
－￣－

当週辰匡
■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■

￣￣Ｅニーー

｜
｜
西

－

－

Ⅱ■■■■■■■■ 二Ｅ 」 ﾖﾆ圧
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譜例２７
ハッピー・バースデイのテーマ

釜ヨニ毎三二踵三三=三＝E二言ＦＥ＝毒三F＝珪惠

(リーエバンス「ピアノ教本」より」

Ｄ７
４

上のリード・シートからジャズ即興をした例：

０

毒＝=＝ニーーニーーー＝＝

髪一国＝＝＝=＝＝曰三二二一

髻三=＝＝;＝=菫三弐鬘＝ﾐｰﾆ;＝
Ｉ
ＵＩ１子．ｂｺﾞﾛｺﾞ・＝

）二

逵二ニニーーーニ＝二言＝
■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■－－

■■■■■■■￣■■■■■■￣■■■■＞■￣■■■■■
■■■■■■■￣

Ｉ
譜例２８ Ｋ]einepri2iludium

J・ＳＢａｃｈ
ＢＷＶ９３６

童二二重童i鬘４

誇笙＝=毒百コ三百=ﾖｮﾆｰ言＝三澤美=襄壺三二ﾖﾆ壼ﾖヨ

雪=垂三三三＝三=二コ=雪雲＝
－１３４－

B
AL認． 一一

３

￣閂 畠 ｋＬＬＥ

５
⑨ ■ 2

▲。■－

２１

-－■■■■Ⅱ ＿＝ニー■■

ヨー筥砦ひＬ－－￣￣

■Ⅵ

＋ ヨーーヨー

、

＋
-匹

￣！、

牙=￣＝
①

Ｅ

｢－－－

－一つ＿

豆三Ｅ三三三

~「「~一
二つ－－

■■＝

-｢￣rＬ－
＝＝＝

Ｆ￣ P旦一
Ｅｐ－。

Ｆ、 rミーー
巴■■￣■■

Ｅ翌ヨョ
一一
￣ﾛﾛ

匡皀＝
､■

＝
￣＝

￣■

DB

ﾛﾛ

巴 丁ﾛﾛ‐

ﾛﾛ

－倍筐

臣､こ■=百コ戸、￣Ｐ￣■閂
ヨーー￣

巨巨三コEﾖﾆﾖｮﾖ巨巨百ｺEﾖヨヨヨ臣曰
Ｅ臣曰
￣

￣￣Ｆ

Ｆ＝＝臣E至至－，■■■￣

臣ﾛｮｮ三房＝言ョ

とＰ苣塗一
肴史２

￣￣￣
‐￣

ワ
￣Ｐ

３

屏字ョ

01-びぅ

EF弓届＝。
犀コーー

田已田已
￣Ｆヨ

ロﾛ

ロﾛ

匡一［＝。

￣Ⅲゴョヨ￣￣工司
ｒ￣

ロ
■
－－￣ ■■



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類１１１：永山

ＰＡＲＡＧＯＮＲＡＧ譜例２９ SCOTTJOPLIN（1868～１９１７）
ヨnUUV1■■典ⅡＹｑｍ■■■、田

一■■■■■■■■■■

￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－

－－■■■■￣－－￣■■■■■■■■■I■■

■■■■■■■■I■■

’ ■■■－－－－二．ヨ■■ＩＤ－－－￣

■■■■元Ⅱ■■■■■■■■■■￣□￣■■■■■■■■■

■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■Ⅱ■■■■￣￣■■■■■■■■■

￣■■■■I■■■■■■

Ｕ■■■■■■

￣￣■■■■■

－－－

－￣￣￣￣■￣－－■■后で一■■■■■■■■■■■---■－－￣－－

■￣丘一一一一■－－－－－■－－￣－－■‐￣ニーー－－

■■,￣￣■＝￣-－－－■￣■￣■－－－■■￣￣■I▼＝-－￣￣
￣■■■￣-－－－－－－￣■■＝ヨ■■■■■￣

Ｉ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣缶」■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣
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ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例３７ Ariasexta

JOHANNPACHELBEL（1653～1706）

出典HexachordumApollinis；ニュルンベルク1699年，３６ページ

壷驫＝AriaScbaldiUUa
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ピアノ作品にみられる音楽語法の分類Ｉ、：永山

譜例３９ PmeambulumsuperC

作曲者不明（１５世紀中葉）

出典ミュンヘン国立図書館，Ｃｉｍ３５２ｂ,ｆｌｌ９

（プクスハイム・オルガン曲集)，翻刻版(ａ）
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ロ■■■■■戸ﾛ■■I■■Ⅱ■■I■■■■l■■■■■■l■■－－￣￣Ⅱ■■ロ■■■■■Ⅱ■■■■■■■、」■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■I■■■■■■■■■

■Ｐ■■￣Ｆ■■－百－１■■I■■■■■■l■■ロ■■l■■ロ■■l■■l■■l■■■■■■Ⅱ■■ロ■■Ⅱ■■ロ■■■■■Ⅱ■■ロ■■■■■■■■■■■■■l■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■
巳－－■■--1■■-1■■■■■￣

Ｉ ￣ ■■■ ＝ニニーーー ■－

＝－．－－■■■■■■■■■■■■■－．－■■■■■■■：Ｆニニ＝ニー
■■■■ ￣

血冗8３

８MellsmatlcOrg2num
SchoolofS[･Mar[laIBB"2duc2”ZuJDD頑ZFzo

ｎｅ

牽二芸室三二三菫ニニニー三壷三三
８

dｉ

０

８
Cａ

爵三室三三雲菫=三二雪三二菫三二
８
－－-ｍｕｓ

(c）Toccatasextitoni
仁に.）

GirolamoFrescobaldi
（1583～1643）

■■，■■ ■■■■l■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■

ロ･■■￣－－■■ロー■・’￣ﾛ■ローーエニニニ..＝召■■■■￣■■■■■■■■■■■￣■■■￣■■■￣■■－－
■■■■■■

￣■■■■■■－１■■■■■l■■■■■■■■ゴー■■■■■Ｕ■ロ■Ｆ■■■■■■■■

＝Ｔロ■ﾛ■■■■■￣￣■■■￣￣〆■■■■■■■■

-－■￣■■■■■■｡■■■■■■■■￣￣■■■■
￣￣■■■■■■■■■■■■Ｐ－ヶ

■■■■■Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■」■■■■■

ロ-－■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■－■■■■■■￣■■￣■￣－■■ロー￣￣
■『ロロー￣戸■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■￣■■■￣■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■￣■ニヨー旬■■■■■■■■ロ■■I■■■■■
■■￣■ロ■■‐￣---.--￣■■■-－－－－Ｕ■■■

－１４５－

公． ＿１－丙■-－

－Ｆﾛ

l「ｒｒｆ
￣

Ｉ 「
ニー．－一二

ＩＵＤｏ

溝
￣￣￣

￣ロ＝
￣

写「
Ａロ

ｾﾞナ：

１１

テ
ワ

青 ０ fZ｢１，ｆ
￣

￣ Ｒ内

￣￣￣

弓一壱＝￣

－－■￣Ⅱ■■■￣ Ｉ■Ⅱ ■￣－百一Ｚ■Ｈ１￣Ｚ■￣■■￣ 戸Ｒ＝ト＝￣ﾆーニー
Ｆｎ－ｒ＿＿且■■￣■■￣

ニチ 一一Ｈ面 ラユニー
￣■■■■■■

￣ず--￣

●け ~Ⅱ ￣ 雨」 ■

￣￣￣■Ｐ￣

ｎ口」

－ケ_－－￣

」１Ｊ＝－
エーロニー－－．－且Ⅱ■■「￣■■ ＝Ⅱ￣ ■■ ＝ ｣■■

￣￣ P￣￣ ￣｣■ ￣

I■■己



琉球大学教育学部紀要第２６集

譜例４０

ChromatischePlnantasieumlFuge･
Phanta8ie．ａ

卜篝藝菫菫菫１塁皇薑=室聿簔
匡一庭二三二唾三二壺三壽壽垂蕊璋

三冒扇毒錘琿癖=＝
０

■■■■■■■■

＝ロー|目＝＝￣－－－U■

ロ■

－１４６－

Anegromolto．
■ 三二△

』.Ｓ・Ｂａｃｈ
■』.＝

－＝可一

‐■■■●■ﾛ■■￣■Ⅱ■■

唖、一一ロ■■■■■■■

■■-－ ■一三一＝

ヨ詞ゴモヨーー

￣＝－■ヨ

Ⅱ

￣元＝￣

。屋雪『
’一 ､摩=雲一

●

哩一!＝￣→－
吟一面￣←

￣●￣
￣

￣●￣－－ﾕ斗旧■

■■

■■

■■ＴＩ

Ⅲ

。
』

年

｜
ひ -Ｆ

■￣

￣医ニーー塁壁一
７



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例４１

り

■ﾛ■■■￣￣￣￣￣￣
■＝＝■＝■■￣－－－＝＝＝－－－￣￣＝■■■￣■￣＝￣
■＝＝－－口＝＝＝－－口＝＝＝－－￣■＝＝－－■■＝￣＝

＝■＝￣■＝＝---■＝＝￣－－■－－反＝￣￣

■■■■■■■■ロ■■ﾛ■■■＝
U■■■■■■■U■■I■■Ｕ■■U■■＝■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■｜
l■■■■■■■■l■■＝＝■■■

#=ニニニニーー聿逹=崔堯=覇堯=曇
■－－■■■こ＿一

一－■■－－■■■■■■■■■■－－■－－■■■■＝ヨゴーーー■■￣＝￣■■￣￣
￣一■■■■＝■■-－＝■￣■■＝￣■■■■＝＝￣可■￣＝ローーーー■＝￣￣＝－
－－－－－￣－－＝－－－－＝－回＝＝￣￣￣￣－－－■－－＝＝

■■－－－■■■■■￣￣￣＝

－－－－－白■■■￣■■■
■■■■一言－－Ｆ￣■－－旬＝￣■■■■■■■■■■■■■■■■

■元■-ヨ■■■■■■￣ヨ■■戸冗＝ヨ■■￣■■U■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■ﾛ■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■ﾛ■

-1■■--1■■￣

鐸巨壼鐘==燕笛雲==藷＝
!＝菫毒雪言圭匡需=三唇言宇

#蓑三二＝＝=E==剴壽二三箒＝
■■■■ロ－-百－■■￣

■■■■■■－－■■■■■■■■■■■■■Ｐ￣■■■■■■庁－コ■■■■■■■■￣￣U■■■■■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣－－■■■■■■■■■■■■ｒ■■■■Ⅱ■■■■■■■￣＝■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■￣■■■■■■■■■■I■■■■￣■■Ｐ

#聿窒奎眞三二＝津＝二＝巨自＝
<トレモロ〉

1巻ａ

2巻ｂ､ｃ・ｄｅ．ｆ

3巻９．ｈ.ｉ・』．Ｋ、Ｌ,Ｍ・ＯＨＱ

4巻Ｒ

－１４７－
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ラ・フオリア譜例４２

Ａ・Corelli（1653～1713）
■■ ■、Ⅱ■■

ユ■

－句一■-■■Ｐ－－■■■■－１■■－面一】■■■■■■￣－＝■■
■■－－■￣■ロ■■■■■■■■=」Ｆ＝■■■■￣－－－－－－－－Ｔ乙曰了戸アーｈ■■ワジ」ｒ■■■＝ニー

ューーー■■■■■￣ワー■Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■－－－．■ロゴ.－ｚｌｐ－－－－＿
■､￣＝■■■■■■■■■■■■て■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－

－－－－〒ヨ■■－－＝■￣■■￣ご＝■■■■■■■■■■￣￣■￣弓■ロー
已司■￣ﾛ■■■■■■￣■■■■Ⅱ■■I■■「■￣Ⅱ■■■￣￣U■■■■￣■■■■■■■■■■U■■■■￣
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■U■■I■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■Ⅱ■■■■■Ⅱ■￣■■■■■■■■ﾛ■■■■■－－
－■－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■

＝＝＝＝＝＝

塞三ﾖｰﾆ囿些調二二匿爵竃ﾖｰ奎望菫饅=睡薑
臼､■■、■■■て■■ユ１Ｖ■

Ｂ－－、８－￣Ｂ--
-

■_■＝．■■■Ｔ＿■I■■■■￣■￣■￣ロー■￣■Ｕ■■■■￣■■￣■■■￣■Ｆ－－■■■■ローーーョ’
竺二Ｌ■■－－②レー■￣■■■■■■■■■■■■■￣＝」￣￣□＝￣＝■■｜■＝＝-￣１戸Ｐ■Ｆ-百ａＵ．■ｉ
￣正－－■Ｂロー■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ－■■１－￣■ｈ－１ｉ￣＝￣＝、■■■夕l■■ｉ
－￣￣■■■■■■■￣■■■■■■■－－~ﾛ。

■■■■■■■■■■■■■■■■■
■ニーーーーニ■－－－＝－－－－＝－－＝－－－－＝■－－■－－■■￣￣￣
￣-－－－－￣■■＝￣■■■■■■■－－■■■■■■■－－■■戸司■■■■■■■-
￣＝■■＝＝￣■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■－－－－■■Ⅱ■■■■
￣■■■￣￣￣￣￣■■■■■■■

Ⅱ■■■■Ⅱ■Ｌｒ■■

拳華睾菫襄ﾖｰ逵奎三雲=壼塞＝＝

!=三ﾆｮｰｰﾖﾆｮﾖｰｰ幸＝畳三三三三三ﾖｰｰ

亭姜冨匡==電=蔓三塁昌垂垂皀匡三E軍＝

灌筐二二雷三ヨニ雪…自羊溝二詫宰ﾖヨ
leggrie”

■,■￣ニーニーーーポ－－－－ｍ■■■■■■■，■■■■■■■■■■■■＝」■■－
＝￣＝￣－－－－－－－５．５－＝弓三宅デー,￣＝テ
ーロー四・￣■￣■■-■‐￣薑ロー＝雨戸万一，．＝ご￣ｒ■」・￣「
－－－－－－■－－■■＝＝＝＝＝■l■■■西＝Ⅱ￣’’￣。。！「

砂Ｃ７ＵＳＣ．、ＤＢＴフ２，J：

;===芸=二 E￣匡壹當藷＝
■

＝：■

■

1４８



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例４３

（a）

Inventio2 ＪＳ､Ｂａｃｈ

ＢＷＶ７７３

Ｚ卍■■ユー■〃

■■■■■■■■■■■■■＝■■■■■■■￣→－－１■■■￣＝
広■■■￣■■■■■■，■■■■■￣￣＝■－１■■■■■■■U■■Ⅱ■■■=＝■■■￣■■■I■■■I■■■Ⅱ■■＝－－￣＝－－￣。￣＝
■〃ﾛ■－－￣￣■■■￣■■■■■■￣戸ニー■■■■ﾛ■■-1■■■■■■l■■■■－１■■■-1■■■Ⅱ■■■■■■■■■，ョI■■■l■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■ロ■■■■
已叱P■■■■」ロ■■■■■■■■■￣￣Ｉ■■■￣■￣Ⅱ■■■￣■■■￣■■■■Ⅱ■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■

Ｉ
ＩｎｖｅｎｌｏＢｕ

ｎｎｖ吾）
ⅡＶＢｎＧ

■■■￣■￣■■■■－■■■■■■■■■
ロー■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■－■■－－－－Ｆ－司一■■■■■■■－－
■Ｆ■■■■■■■■■￣■■■■■■■_■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■－－－－Ⅱ■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■
■ｑＬワーロ■■■_■■■－Ｆ－－■■■■■ ＝ ■Ｕ■■■■■￣－

１
１

３
４

篝美雪菫篝===言二三菫菫i篝
WbhltemperiertesKlavierI

Pmludi０２．

譜例４４

J・ＳＢａｃｈ

(ａｌ

□￣１２■■ⅡＢ
■■■■￣■■■■■■ロ■■Ⅱ■■■Ⅱ■■■■■■■■■■
ｒ■■石■且】■■■■■■■■■■■■■■■■■■＝■■■Ｆ￣Ⅱ■■■■ロ■■■■■■■■■■－－＝■■■■■■「－－－
■￣」■￣｣■■■■■■■■■■■■■U■■■■■■l■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■￣■■I■■■■■■■■■■「■■■I■■■■■■■■
■■■■￣U■■■－１■■■￣￣■■■

Ｉ璽謬三雲二惠冒==屋皀毒三二壼菫姜睾愛
Preludio3． ＪＳ・Ｂａｃｈ

VivaceJ-92(ｂ）

１
１

■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■＝＝■

ﾛ■■■■」■■■■■■■■■■■ロ■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■I■■■■■￣Ⅱ■■￣￣
■Ⅱ■■■■■■■■ﾛ■■■■■l■■■■■l■■￣ロ■■■■■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■l■■■■■■■
■■■■■■■■■■

PMudio5．
に）

lSoBach
AllegrovivaceJ-132

I■■￣nUl■■＝」■■￣■■■■■￣ョ-＝

ロ－１■■￣■■■ヨロ■■■■■■￣￣￣ョ■■■■■■■■￣石■■■■■l■■■l■■■￣■■Ⅱ■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■
■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣￣■■■■＝■■■■￣￣■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■
二l■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■I■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■

－１４９－

▲■上 ８－－－全一一一一

鬘

５
４－－-－－２，８▲△②

「。「

＿￣￣－

￣■Ｐ■￣■－－ ■－－■■戸

￣＝ 司仁目＝に ＝陰陰ロー臣仁
￣

■

－－￣－－
▲

Ⅱ－■■ ■■

Ｐ｡､ヨ
夕

ロ
に ■￣

Ｆ￣ ■■凹

百門単一●－￣￣-門← －伜F－ －－～－－－￣閂－俟
￣

Ⅱ■■■■■吟
巴 －ゴー￣－１９告－便｣-－ ￣ ヨー￣￣－０－￣ 目＝Ｚ

－戸_￣

Ｐ彫ggiermc"ｊＥ
伜．具

－－－

●

PＬ

￣

●
￣

－－

●

分

空型麗一三￣生＝ …医ﾖヨニヨニ
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譜例４５ NeunVariationen

句と 》｜聖一一王

９Ｊ￣
■

■■￣Ⅱ■■■■￣￣で■■■■￣■￣￣￣.￣■■■■■■■■■■■■￣■■－－－

ｒ■■￣■■■■￣￣■■■■■■■■￣■■■■Ｕ■■■■■■■￣■￣■■■￣￣■￣■■－－－￣￣
■■￣■■■--■■■■■￣■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■－－■■■■■■■■■■I■■￣ヨー
ニ■年_￣■￣＝＝￣■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■￣＝

Ｉ 二
コ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■」■■■■■■■■■■￣ロ■■■

－－＝■＝■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ニョー
ーーー￣■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■
■■■■■■■■

1厄r・Ｉ

■■￣■■■■￣■■■■■■■－－￣￣■■■■元■■■■■■Ｕ■■■■■■■■■■■￣￣」■■-－＝￣～『￣-

ＦＵ■■￣■■■■■＝－－司■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■Ⅱ■■■『■－１■■■■■Ｉ■■■■■■■■■
ﾛ■ローーー1■■［■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ｌ■■■■■■－Ｆ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■P￣￣■■■■■■■■■■■Ｐ■■■■
＆勺P二■■￣■■■■■■■■■■■■

１
１
１
１
Ｉ

喜寿苣壼=菫華壼三三華=臺電==雲
Ⅱ巳西■■

■■￣■■■■■￣■■■Ｐ￣￣■￣■Ｐ一百■■■■■■■■■■■■
■■■￣Ｔ￣■■■■■■ロ■■■■■■■￣￣＝＝■￣￣■■■■■ロ■■■■■￣■■■■－－■■￣■■■ニーー■■■
ﾛﾛ■■ﾛロ■■■■■■■＝■■－－－１■■■■－ローＩ■■■■ｌ■■■■■■■－－■■■l■■■■■■■■■■■￣￣＝■■Ⅱ■■￣￣■■■＝￣￣Ｆ＝
■ロ－￣■－－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

護蔭同菫塞塞三E竺菫三彗堂室E同三零
ニーーニ ■■■■＝■■

■■■■■￣￣■■」■■■■■￣＝■■－１■■■￣Ｐ＝■■■■￣ヨ■■■■■■■■_-
■■■■Ⅱ■■￣■■U■■■■■uUI■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■l■■■I■■■l■■■■■■■■■■
■■■■－１■■■￣￣￣

1ｂＬＶ

簔匡豈二書蘂匡冨幸逵FE=三二ﾆーーニニ

－－U■■

■■■■■￣■■■■■■■■￣ロ■■■■■￣￣l■■￣￣■■■■■■■■■再■■■

広■■■￣■■■■■■■■■＝￣■■■■■■￣」■■■■I■■ヨー■■■■■■■■■■■■■■｣,ョ■■■■■■■■■■U-l■■■■■■■
■■■■■￣■■I■■「＝￣■■■■■■￣－１■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－１■■■■■■■■■■■■Ｆロー■■■■■■￣￣■■■
己▽￣。－－－■■■■■■■－■■■■■ｌ■■■■■■

■■■

毒譲=崖=鬘＝E二塁ｮ峯言E差ﾋﾟﾆ壺蔓ﾋﾞﾖﾆ簔薑菫二二

１
１
Ｉ

」ロ
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ロ■■■■■I■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■|■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■~￣~■|■■■■■■■■
ロ■■■｜■■■■■■■■■■■■■■■■■■■｜■■■■■■■■■￣■｜■■■■■■■■
■■■

憲二E菫量三F僖璽這彗E三雲圭塞菫圭E三畳=匡僖差

弓ニニーニーニニニーーローニニーーーーーーーニーニＰ－口＝＝■＝＝■－－－■－こ■－＝＝＝＝ロ‐■■■－－ヨ■＝■
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己■＝＝■－－■－－－

－１５０－
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Ｕ
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▲

４－＿＿ユーー ￣

￣▽■■□■U

①－－－ －
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｜
号
一

】
・
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一
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劇
一

コユ■Ｐ ■Ⅱ －F■■■■￣￣-－ 已酔一一 ￣ ■■■■ Ⅱ■Ⅱ ■■ﾛ■■Ⅱ■
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｜
・

ヨロ１－ ヨーニ －陰Ｆ－－



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

DerLindenbaum譜例４６ <JosefMolnar編曲＞Rschubert

（1797～1828）

＝＝＝：Ｂ＝＝＝＝＝
■￣

■■Ｐ＝＝＝＝＝
■￣■￣￣ 「■ ￣■￣

Ｐ一百＝￣［ ＝■■￣■

ＤＰ．．￣￣Ｚ ￣＝￣－F

■、■￣■￣￣ ＝ －＝ ￣￣

■■■［竜一■

￣￣■■■■￣

窒雪一

【- コ－￣＝￣－－

■

＝＝＝＝

＝＝－－－百

Ｌ〃

'1篝11鑿i鑿篝iii篝
譜例

３ ７

画Ｅ－ＫＩｉ８７

．２に
叢」

／画一 ｉｎ

●

●

紬

ｆ【DnlII

善華=＝＝=＝室ﾖ霊
■■

■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

ロ－■■■■■－－￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－－－■■■■

■.■■■■■■■■￣＝￣■■■■■■■■■■￣￣■■■■

￣■■￣■■■■-￣

Ｉ■

￣■ＵＵｂ■■■】■■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■I■■

－－￣■■■■■■■■■■■■＝￣■■■■－－

■U■■■－－－￣■■■■

■■■

命↑

二

一一､■■■■■■■￣－

－－－－－■■■■■■￣丙ロヨ■■■■＝

■■■■■■■Ｌ■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｆロ■■■■■■■■■■■■

房ロロロー

ａ■■
￣￣巳一■－－￣￣

ロ－■ ■￣■￣￣￣

■「．■￣■ ■￣■Ｆ￣￣

＝

I■■，■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ｌ■■■

ｒ＝－■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■
■．■■■■■庁一■■■■■■■■■■■■■－－■■■

￣￣■■■■■■■■■■■■■￣

’ ’ ＝臣〒Ｈローーロ．－－■-－

勺■■■■■■■■■■■￣■■■■■■

￣＝UUIUU■■■■■■■■■■■「■■■＝■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■ﾛ■■Ⅱ■■I■■Ⅱ■■■■■I■■

￣￣■■ロ■■■■■■■■￣夕■■■－－■■■
■■■■■■

人…………,………Ni1..Ｊ

－１５１－

４

￣

ＡＩ

Ｒｎ

停霄ヨ.巨菫動
〒々=室

１１
￣ウ■Ｐ ￣

￣￣■－■■■

－

－－－－

が５１

ｎＭＩＦ壼壼冤三ＦＭ

－岸匡匡
■■■■■■■

■■■■■■■－－￣
● ■■■ ● 〃
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⑩
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庁
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￣

｜
’
。 三 ■■￣ ￣｣ ￣ ＝ ＝＝＝＝．
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巫五百

￣

■＿
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男
閨

●
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琉球大学教育学部紀要第２６集

譜例４８
Ballade４〈ｏｐ５２〉 RChopin（1810～1849）

ⅧⅦ■111
■■■ｌ■■■■面■［」■■■■」■■l■■」■■■■■￣■■＝＝E■■■■■■■■￣庁配■■L亭■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

丘■■百■－，▽■■■■■DY-■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■イーー￣■■■■■￣￣■可■■■■■■■■■￣ｚ－百■￣■■■■■■
■■￣￣■■■■■■￣＝ｌ■■￣￣ご■■■■■■■■■■■■■■■」■■■■■■■■Ｌ～■■■■正二＝■■■ケー＝てご■■■■■－Ｆ■■■
■■■--■■￣■■■■■■■■■■■■■￣ﾜョロー＝「■■■■■■■■『＝

＝̄
￣

￣［』ロロロー．＝￣■■－０■■ﾛ■■■■
■■■■

U■ロ■■■■■■■■■

一一＝＝￣こ＝＝
唖閃

麹ｈ困因５ｍ唖

Scherzo(ｂ）

?;if;i塁:r黄宇F=了喜r万一そ二等ごビＭ

￣、

■団Ⅲ

|薫壽篝薫鬘
’２ 釦〃8０

國劇ｹﾞ蠅控奥

|雪罵=彗==讓二臺臺鑿鬘薑薑蘂逵菱一墓＝壽壽髻二E三二＝二

gBiL

Balladeｌ〈ｏｐ２３＞(。）

Ｉ
yor81e〃．

人」=:万 ）ぞ三二
シ■■■■ ＝￣■■■■■■■

￣￣■■￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣￣￣■■■■■■■

■￣￣■■■正一■■■■■■■■

Ｐ

－６－ノ

－１５２－

庫篁=豐彗二
-曲←摩一 ゴー －倍 －閂－－弓子岸 一一Ｐ－Ｄ－Ｈ－倍+－ゴー岸

■■_Ⅱ

で面丁
￣ ■

ゴー岸－筐￣￣
Qノ

函

盧二
篝－－￣薑二一一



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例４９

３９.DenisGaultier（“・X6o3-Ⅱ672）

LutePiece,Ｔｏ”6“ＺＭｅＭｍｂ７ｿ2o舵"ｅＧａＺＵｊ２ｉＢ７

-

３司汀
￣

ａ す
￣

ａ
￣

ａ

喜壁三三二言二三二言三三==三=三二存壹毫抄一己

E三墨三三三三三菫三雲=雲ニニニニョー差＝＝

Ｉｈ ＩｈｌＩ

￣
■■■■■ ￣

一

一一

丁

￣

ａ 意

■

￣￣■■■■￣
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￣￣▲ ■

－－ ￣－ ￣ ￣￣￣

」 ￣ 』
￣ ￣
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ー

ー ロ
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琉球大学教育学部紀要第26集

譜例５０

外JohnDowland（Ⅱ,６３－Ⅱ626）

LuteAyre,Ｍ，〃”gb2MreW物g，dWi2bHOPe

塞窒奎害至二ﾖｰｰｰｰｰｰ=臣==蔭=＝
■■

￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■Ｕ■■￣￣■■■■■■■■Ｕ■■■■－１■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■＝■￣￣■■■■■￣■￣-￣■■■■I■■■■■－
－■■■■■￣=ロ－－－■■■■-－

塵雲=三澤=＝三二＝ニーニニニーー

塞毒手＝〒==匡石ニーーニー弓二塞匡云三素王=三三三三

■■
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＝
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Ｉ
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ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１１：永山

譜例５１ DieklavierbijchleiNfijrANNaMagdaleNaBach

（ 。■■汀

■■－－Ｉ■■■■■■
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壼一＝=…=ﾆﾋﾞﾖ生E爵==＝
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】
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ロ）

－Ｌｒ

１－■Ｐ

旨岸岸
■■■■■

面

l■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■－仁￣＝￣榿￣
￣

￣ヨーー

回匡匡ヨー厚＝ロ「ローｍ￣亜￣正一戸戸

￣￣￣￣

Ｑ）Ｚ

旨岸岸
￣

巨仁コーロニコココＦＦヨーロニコココ
曰匹弓Eﾖﾆｮｰﾛ￣＝要

８
￣

■■■■■

面

l■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■－仁

Ｆローロコーヨコ
ローＦロコ酉
￣Ⅱロ＝￣

￣

ワニ面

Ｃつ

￣＝￣

-1＿
■■

￣

￣

￣ Eヨ

仏ヨーーニ
ロ）

－Ｌｒ
榿￣
-－

－１１１ ゴ上已上F庁ﾖｰご巨信己曰＝己ｒけ□－．ｺ目匡皀巴
■■

１－■Ｐ

￣

￣ヨーー
□￣￣￣



琉球大学教育学部紀要第26集

譜例５２ SＯＭｌＴＡ Ｋ､４２０

ＶｅｍｃｅＸ３Ｄｒｍｍａｍ頚
ＬｍｇｐＳ２(a）

）

輻==国士冨議=＝ﾆｰｰ謹躁雪昌属上面琿娃百ｺ＝

Ｉ錘疸ニーーーョー三二一垂＝垂
SONAＴＡ

Ｋ９６

Ｖ色ｎｉｃＧＸＶ６,ＰａｒｍａＩｎ２ｑＷｂｒｇａｎ３３
Ｌｏｎｇｃ４６５

Ｄ、Scarlatti

(b）

A11egrissimo

鑿菫董三重董二
■■＝

【も＝･－－－－－■■■■■■

＝

■■■■ｌ■」■■■Ⅱ■■■■■■」■■－面■■■－Ⅱ■「＝
■■■■■■■■■■￣■■■■■■■--Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣-

■■■■＝ニーーーー■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■-1-■■■■■■■■■■￣－－百
■■ﾛ■＝ﾛ■■＝■■■■■■■■■■■■■■■■

Ｉ雲垂二二三三三三三三二E二二三三ニーーーーニ
(d）

壬異扁壽言澆三,===＝拳至巨=ニョ摩三二二
■■■

壹輻雪三三＝写ニーニー厚＝=＝=＝
Ｚ Ｚ

Longｏ４０７Ｋ.l15

DScarlatti

SＯＮｄｌＴＡ
(e）Allegro

蚕圓圭蕊詫二三一露砺奎謹E露：＝
■■

ﾛ〃＝＝－＝■■。

￣＝■■■■

■■■■

■■－■■■■■■
■￣■■ﾛ■■■■■■■■－Ｆ､■■－■Ｆ■■Ⅱ■■‐‐＿
■■■■■■■■■■■■■■■Ｐ■｣Ｆ=Ｆ■■■■■￣Ｐ＝ＦⅡ■Ｉ￣－
￣■■Ｆ￣■■■■■■■■■－－■■■■■■■■■■■「￣■￣■■■
￣且￣＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■

■■■■￣■■■■■■■■■■￣■－－-－－－■」■■」■■」■■■￣－＝
■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■￣ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■Ⅱ■■■l■■■

Ⅱ■■■■￣￣￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱl■■■■■■■■ﾛ■■■

ｴゴ

－１５６－

一一－０■－‐■＿－－－

△ＣＱ (ｃ） 兵● ￣＿

鍾鬘童 菫塞ji鬘
二

￣

■

二
￣

＝

】
』
』 ≧E=Ｅ

￣■

＝￣ Ｅ
」■■●

＝＝

。
』
。

日
二
二 圭主

￣●

。＝
①言冒 L｣-Ｊ Lヨヨ L｣-Ｊ

生勵国＝＝
￣－
－

－－

￣－－

＝＝＝＝＝＝＝
￣五一

＝＝＝＝＝＝＝
－－
－－

￣￣
￣￣

￣

－
￣

￣￣

￣￣
￣￣

￣￣
￣￣

￣－－

＝ ◆■ Ｐ
」 己

一 ｣ヨヨ ｣ヨヨ

－－

J￣]~。
翠離ヨヨニ王

』
』
】 三コ＝臣=ＥＥ=E=医

。
■
■

可
酉と－

Ｆ￣

■■■

－－－

可戸■弓r-－
＝￣＝
ヨ閂閂｢---「

屯＃ＥＥ#鱈＃ トトF=￣ 三上士世

。
』
』 皀華＝三一

Q｣ ～冒ｉ

」」U，

￣

Ｊ凶」
ヨー

、 二 ニヲ｢：H-ｴﾇｰﾕ
＜￣

ﾕｰｺﾞｺｺｺｺ
と筐ＥＥ

｜
工 ￣ﾖﾖｰ＝＝￣￣弓＝

ユ
』
】 ＝ﾖー

｜｜『
｜｜』

閂■戸

志盆ヨ国司ﾖｶﾞ融亘

』
』

＝
＝工幸

●
二

ﾖ巨云罫
￣

Ⅱ■■■■■■■■■■■■■

￣

刀
一 罫

■
’ …

■」

，｣÷;=旨司 `]筥詣~:弓
－－－

王ヨコヨ刃 E-EモーEpEﾖー

－ －

J｡■ｺｰｺﾌﾞｺ
写と 猶=＝

ＦＤ夕

＝＝Ｆ=＝
￣

￣

■■

■■■■■■■■■■

￣＝芒

ザ
『
’
一 生

」｜’ 些医匡白≧医匡匡程ＥＥＥ



ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

＜SuiteEspan61a＞

Asturias‐Leyenda
アストウリアス

譜例５３

LAlbehi豚
８６０～１９０Ｅ

aｌ
刷匝Ｄｍｄｂ２Ｊｍ"fDysiE9mゆりＦｓねGc②hD
s鰯，②”ノ

」

■■■■■￣「｣

ロｌ■■－ｍ￣￣－－￣－－－■■－－－－￣￣

Ⅱ■￣■■ロ■■■■Ⅱ■■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■l■■■■■■■■

■￣■■ロ■■■■Ⅱ■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■■■

八

面

一＝￣－－U￣－－－￣￣￣￣－－

■■■ﾛ■■U■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■ﾛ■■ﾛ■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

’ …,： ゲ鍼
■

Ｆが…”
園ａ＄

ワーーーーーー
翅③塁。

譜例５４
Andaluza
アンダル_サ

＜DanzasEspan51as＞

AmdantinoquasiAnegretto Ｅ､Granados（１８６７～１９１６）

`’
譜例５５ SＯＮＡＴＡ３

彗菫篝|鐘鬘豊●｜
●

戸
●

灯.

国!=ｾﾞﾆｰｰ塗三雲三塁雲三三菫三三菫=三三==曇二三
’ 回

季二二季手=三二~韮一三=＝三一三＝＝
●￣●●

２

－１５７－

鐘竺ニーニーニニ==三三一二=二二二」

八m、⑩＿

~て-－之－／￣_／

￣￣

(bUpm

＝険藍二一=三一－－￣-－－蚕室=＝芒

-－－－
舌－－－済一一■

「－コ－Ｆ＝￣￣訂
し

，－－璽互i２Ｌ Ｐ７巷ヲ莎
卯Z、＝===========-－－－ Ｐ

子７ぞぞ
ノー

"Z、

＝￣●耳■甲

￣■□■■ｎｍ

￣←
ｒ￣帛
租司や弓和

ＦＦ－￣￣
田一一一
司勺－℃￣和豈

Ｒニヨニ迂巨=臣＝=
■
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〕１００

ＰｒｅＳＬＫ

■■■＝■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■

広■■■■－－▼1■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■
■ｒ■■■---■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
‐■■￣■■■■■」■■￣

・・。－

回。
■

￣

三雪雲＝ニニーニニー雪三三謹壁菫＝毫雪＝旨

(ｃ）

･とと̄
■■■■■■－－■■■■￣■宅一＝■■■■■■--■■■■■■，可■■■■■■■■■

巨已￣■■■I■■■■■■■＝－－口■■■■'■■■■I■■■■￣■■■■ﾛ■■■■■」■■」■■■■■■－－■■■■■■■■■￣￣￣￣■■＝＝＝｢￣
二・ｐ－－ｐ－ローローーニーＥ＝－－－■I■■■■'■＝■ﾛ■■■■￣■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■ロー■＝＝＝六一一
二￣￣￣■■■￣■-＝－■￣■■■■■－－－－－－－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■＝＝＝－－－

■＝＝＝ロー－．
■グヨ■■■■■■■■■■■■■■

■■Ｕ■■■■■■■

SONAＴＡ 1８
(。）

ＳＣＨＥＲＺＯ・

菫;妻三基二二;ここ霊三二i=ヨニ鑿豐二
’ 鰄ヅ〃 回診

雪雲碧藷零騨讓壽王● ●-

●

●

．&

SＯＮＡＴＡ１６(ｅ）

Ａｄａｇｉｏｇｒａｚｉｏｓｏ．
Ｏｐ３１の１
Ｌ､Ｖ・BeethoveN

’

「
１
Ｊ

￣■互一一＝￣」■」■－－」■」■＝＝￣」■■＝￣」■■￣■￣－－
■ﾆｰﾛ■■■Ｂ一旦こ■■■ｒ巴二目■■■ご■■■■石」■■■■■■＿■■_■■■■二一面＝石＝＝＝＝＝＝＝－－－－＝三一

Ⅱ＝＝＝＝凸＝凸＝＝＝ご＝凸＝＝＝＝＝ニーーーーーーーーーーニーー＝＝＝ローーニーロ･■－■■－二
－-－－－－－－－－－－－－－ ■■■－－■■■■■■－－■■■■■■■■■ ■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■

３
局

－１５８－

(ｂ）

ハ Presto

１巫＄

SＯＮＡＴＡ６

▲へ、

ＯｐｌＯの２
Ｌ､Ｖ・BeethoveN
０ｓ２

￣■■■

くわ－－－ ＝＝＝＝＝＝＝
－

－－

－

■

一Ｆ
Ｅ二－百コ
ゴヨーコーＦ

■■ﾛﾛ

．■索仁＝
●〃

ＦＩＩ】
、 ●●●

●●●
且ユーーヘ

●●

Ｃ~

デーーヘ
回
●

■⑪

二三

●
●

●●
●●

●

。
■
■

。
■
。



ピアノ作品にぷられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例５６ ３６ZweistimmigeKanonsfUrKlavier
９両TDE

￣■■Ⅱ■■■

ロ■■■■－－■■■Ｉ■■￣￣￣~■■l■■■■■U■■■Ⅱ■■l■■■
－１■■■■■■■￣■■■■■■■l■■■U■■■l■■■l■■■U■■■■■■■■■U■■■Ｉ■■■U■■■■■■￣￣￣U■■■■■

Ｉ■■■Ｕ■■■I■■■l■■■■■■■■■■－－F｣■■I■■■

2５

－－■■￣ロロ｢■■■■■■
＝￣￣￣ヨーヨーヨ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣＝■■■■■■■￣-－－－ヨ■■■■■■■■￣■■■■■■
￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■￣七一ヨーヨ■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■Ｉ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

￣￣－－

￣■■U■■■■■■■ニー

■■■－１■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■ﾛ■

’
可■■Ｕ■■■■ゴー一一一U■■■■￣－－戸＝■■■■■■■■■■■■■■■■■
￣巴＝■■■■■■b■■■－－￣￣ニロ■■－－」■■■■■■■￣七一ヨー￣＝■■■■■■■■■■■■■■－－■■■■■■■■＝
￣￣｢▲■■■■■■■■■■■■■■■■■■で■■ロ■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■字■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■二＝

２５EtiideNzurbildungdes

Rhythmusundausdruck
MOIto▼iｍＪ－８４

gefimlsfurmusikalischeN

Op47
(b)１ Heller

、．

2

＝＝＝＝＝ニーーー＝

16.
－■■■＝■■■■■■■■■￣■■■￣￣■■■■■■￣■■■■■￣￣.￣￣￣￣￣■Ⅱ■■■■Ⅱ■■■■■

■ﾛ■■mUUPl■■】■■■■■■■■■■l■■■■l■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■■I■■■■Ⅱ■■■■￣■■■■■ヨ■■■■I■■■■U■■■■■■■■■■■■I■■■■I■■■■■
￣－１■■■■■｣■■■■■■■■■■I■■■■l■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■l■■■■■■■■■■■■■l■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■l■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■

￣￣￣I■■■■

(b)liiAndnnteJ.＝３６ Heller

2１
●

Ｐ －－－

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■￣■■■■■■■■■■

三
“

毒
●

肱9画わ

(b)ｉＶＣｏｎｍｏｔｏＪ＝９２ Heller

■■■■■■■ｌ■■■■■l■■■■■■■■Ｕ■■■￣■■■■■■■■■￣Ｕ■■■■

ケー■■■Ⅱ■■■■■Ⅱ■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■I■■■■■■■■■■l■■■■■■■■Ｕ■■■－－■'■■■■Ⅱ■■■■￣
HP．■■■■￣■■■■■￣■■■■￣■■■■■■■U■■■■■￣l■■■■￣■￣■■■■￣￣￣■
■■曰￣￣■■■■■

1９
－￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｆ■四＝Ｕ■■■■■■■■■■ｕ￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

凹一■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■U■■■■■＝面■■■■■■■U■■Ⅱ■■ﾛ■■■■■■■■■■Ⅱ■■■I■■ﾛ■■■■■Ⅱ■■Ⅱ■■l■■■■■U■■U■■■■■■■Ⅱ■■Ⅱ■■I■■■■■Ⅱ■■Ⅱ■■■
ｒ￣￣■■■■■■U■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■U■■U■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■■■■I■■￣■■■■■ﾛ■■l■■U■■U■■U■■■■■■I■■ﾛ■■■■■■■ﾛ■■l■■■

■■￣￣￣￣￣■■■■￣－－－－－－－－－－－－－－－－－￣￣-－

３５ 1１
悪

鬼､し

Ⅱ

諜８/CgmjFSﾒﾜｿＩＤ9回りし 熱

－１５９－

(a）

Ａ型００
AllegmassaiJ-76 K・Pringsheim

zＥ兜⑤０

６１‘Ｂ１
０１

|筐菫章菫菫菫二】

￣￣￣￣￣￣Ｅグー■夕｡

(b)liAuMInntinoJ＝８４
へLＬｌｌ

Heller

一一夛ｒ＝デー戸。-、～－＝－

ｅ￣Ｇ－－￣

、 i勢竺姜22瞥曇`。 ；
２．－－－－言 ３－$戸｢￣｢弓一

’￣＿￣白■Ｔ■●刀■

題一一一一￣＝岸に ﾛﾛ■ －岸一一戸一吟

⑭

ハグ
ロ1｡￣￣～

＜ニニンラゼロ汀一

●● －－

●

－－

ママ四二－〆#ミゴーラアゴサ゛

■■■●￣】上●■－■■－

－－伜￣￣
■■ｐｎＯ －￣

－F据
ゴモ ■￣

４
■ ●Ⅱロ

ﾆﾏｰﾛﾑ■■ﾛ■■ ﾛロロ ＴＵＤ ザ ￣可Ⅱ￣ ＦⅡロ

凸 ＝－－－－一一十

￣￣￣
＝－－－ 且

－陰Ｈ－佇
■ﾛⅡ ﾛﾛ

－コ÷

三'#･ﾋﾆﾆ身･聯 ゴ ずつ
●

●
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塀 父ニニン
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ＧＩ+ロ行一

－－－－ロ－ ●
￣

￣

●
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￣戸

凸刀一」■エヱ■■= 圧 Ⅱ⑨日 聖一、
匹 巳■

￣－

@年酉酢＝筐－戸Ｐ-Ｆ
ロ
』

=陣と＝

二
『 ■■■■■■■

l■■■■■■

』
』

＝閂と匡匡■■

－佇二居●－倍
ＱＪ ￣＝ヨーニ
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ＩｌＩＩＩ－」 リョーーー ￣皀ＬｌＵｌ ’１１１１１

｡蛸周一＝ ● ゴー￣壷
● ￣宏 ■

－－岸￣＋￣■、■B■ ■■■〃■ﾛ■

煙ｺーエーョＥＦﾖコ
￣

白･ロ

〃
●●●●●■●●

倉岳倉ちぢちぢ９

快一
￣￣￣￣

勺－－－←

■■●●
j,

なななぢぢ色色
辱雇ヱニE＝=＝■̄ －－庁一一函

■■■

面可面一一■￣壷
ﾛ■ﾛﾛ ■■

￣￣－－ﾃｰｰ￣
■〃■■ﾛﾛ■■■

￣岸一一－￣￣￣－￣￣ゴー－昌一一一－－＋－－ －￣ＵＯＵヨ－－￣

「画一亜＝￣戸一可￣￣戸一戸一自自￣̄ 戸＝三一￣
■ＧＥ ■、 Ｕロ ￣￣

■宍■必

Ｆﾖーロ

。'了す

－－￣

ヨ

念
一

往：
D－

Ｐ
－

円＝＝曰
ニーーーー

ｃＰＬＦ

岸一

面云了五、

巴曰=■■＿

塁二三三二

■

－－

８８

兵 ２念
￣

声Ｓ●ロ■

￣■■■曰

■■ ￣ d■■ ■■’ d■■ Ｆ男■同
ロロ

ロ口
￣

二
￣￣

ユ
￣

－F＝
円弓

｡Ｐ

■■■■■■田口、ピコ］￣田に。
￣

■＝
￣￣

－岳
閂￣￣

－伜ト伜
￣

－F￣

「画一亜＝￣戸一可￣￣
■ＧＥ ■、

■宍■必

Ｆﾖーロ

。'了す
声Ｓ●ロ■ ■■ ￣ d■■

￣■■■曰

夕皿

戸一自戸一自
－－￣

ヨ

念
一

往：
D－

Ｐ
－

■■’ d■■ Ｆ男■同
ロロ

￣̄
Ｕロ

円＝＝曰
ニーーーー

ｃＰＬＦ
ロ口
￣￣￣￣

二 ユ －F＝

岸一

面云了五、
円弓

■■田口、｡Ｐ

■■■■

曰巳

戸＝

巴曰=■■＿

塁二三三二
ピコ］￣に。

￣￣￣

田 ■＝
－岳

田 -＋－

三一￣
￣￣

■

－－

８８

兵 ２念
￣

閂￣￣￣

－伜ト伜－F￣
ヨートト 一十一
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(ｃ）
SＯＮＡＴ１６ Op31の１

ＬＪＶ、BeethoveN
RoNdo

Allegretto

Ｉ
■■■■■■■■■I■■￣

＝

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣￣－，￣

■￣■■|■■■I■■■■■■■￣■■■■■､■■■■■'■■■￣■■■■■■■■■■■l■■■■■■￣

出一己一一■Ｌ□｣ﾛ■ローーー■■'ﾛ■ﾛ'■■■■■■■￣'■■

■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■￣￣＝＝－

－■■■￣■■l■■■■■￣■■Ｆ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

可:望一壜筆逵二三豊E==言
■■

ロ■■ＬＦＵ■￣■■
■■■￣Ｕ［Ｆ￣■

■ロー■■￣￣■
BHU

Ｉ 勺ロ■■■■－￣■＝ｒ■U■－屯一■■■■■■■ﾛ■■■Ｉ■■■U■■■l■■■■■■■■■l■■■

‐－Ｆ■￣Ｆ－－口■■■■■■ﾛ■■■■■■ﾛﾛ■■■■ﾛ■■□■■ローニロロ＝■■■■■■■■￣■■■￣－１■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■＝

SinfoNia7 ＢＷＶ７９３

ＪＳ・Ｂａｃｈ(｡）
｡

１
１

■■■ロ■■■■■￣‐

■■■ロ■■■■■Ⅱ■■ ,■■＝ﾛ■■■■
■■■■■

ロ■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■＝ョ■■■■■■￣￣Ｕ■■■■￣■■■￣■■■■■■

■￣ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■

象、
２日

￣

■■■■■■■■￣■ⅡＵ＝■■￣￣￣■■￣.■＝■■

■■■■■■■Ｆ■■￣■戸一句■■■■￣で■■■￣￣■■－￣■■■■■■￣Ｆ

PFU■Ｆ｢￣■－－■■■■￣￣■■■■戸＝■丙ｄ丙『■■■■￣口一P■＝
P￣｢￣■＝■￣■■■■■Ⅱ＝r￣■ユー■■■■■

５
２

回 ｣－－－ 」
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ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

ＥｔｉｉｄｅＮＯｐ２５譜例５７
ＯＩＨ

－
￣

■￣■－￣－－

■￣可■■■■￣■■

■■■■＝■■面面￣■■■■￣￣￣

Lento

zｌ ｐ ●

・３ ●●
●

Ｔｍ■■■-コ一ヶ面＝－回■￣

￣￣-．＝－－＝F吾－０■■■■￣ヨロ■･ロー■曰凸'ＬＬ:ｺﾞｰﾛ■＝呂蛋ヨニロ■ロロロロ■■■■■■■ロﾛ■■■｜￣■■￣￣￣■■■■■■■

￣■■■■■I■■■■■■■■■■■■■臣五

●

回一三￣

ヘ ６１４．３４

’
７

￣￣～

■■■■■■￣＝￣＝￣

■■■＝￣■■■■■■■■■－口■on--U■■l■■Ｌ￣■■■■￣－１■■■■l■■■■■■■■■■■■■Ｐ■■■■■I■■■■■￣－－－訂■■■■■■■
￣■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣■Ｆ■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■l■■■ニー■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■-1■■■■■■■■■■■■■■「■■■■■■■U■■■■■■
■■■■■■■￣￣■■■■■￣■￣■■■￣￣■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■■U■■■■■■■■U■■■■■－

戸

p淀lude譜例５８

Maestoso

Ｏｐ２３の２
Ｓ､Raphrmninoff

８７３～１９』

■■－

１■■

ｌ■■l■■ﾛ■■l■■Ⅱ■■Ⅱ■■＝ﾛ■■l■■Ⅱ■■＝■■￣■■■￣■■l■■Ⅱ■■■■■＝＝l■■■￣＝￣■■ﾛーーーー■勺－－－－－￣￣
ロ－－■■■＿。

＝'･･'･･='･･■ﾆﾆｰｰﾆﾆニーニーニヨ:ﾖｰﾆﾆﾆﾆﾆ卓=ﾖｰﾖｰ==コーーーーーロＵ□ロー■■■

且■￣＿．－１

１
１

-子

JP-。に１２ 財：
●

－１６１－
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ＳＯＮＡＴＡ譜例５９

ｉｎＢｆｌａＬ

(FiirdasHamme｢clavier.）
出BｑＨｑＶｋＮ】、1０

壷=属ﾆｮｰｰ鐸=E壁皀宣塁E畳d二二二三E＝

Ｉ２９
■ご－句ご■￣■■一面■■￣

＝ｒ＝■0－■￣----■＝■■■■＝－－－－■－－－二二■■■■■■■
￣－－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣■■■■I■■■■■■U■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■---

■■■￣■■■■ﾛ■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■
二'■＝U■■■■■■■ﾛ■■■■■

〃P"Y刀'のＰＭ」
（ペートーヴニ

譜例６０ ＳＯＮＡＴＡ
ｉｎＣｍｉｎｏｒ

(SOMYrAEAIHEIIQUE）
（ａ）
Ｇrave ＢＥＥＴＨＯＶＥＮ，Ｏｐｌ３

■己一■■■■■￣PＰ－－￣＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

■■■■■■￣-口Ⅱ■■■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■

￣-百■■■■■■■タヨⅡ■■■■■■Ⅱ■■■■■■＝￣■■■■■■－－■nＦ＝

￣￣■■■＝ﾛﾛ■■■■■￣ﾛｰ￣－ｍ，￣

１
１

勺一一一■■■■

￣ｒ■■￣b■■■□■■￣■■ＩｕＵ■■■■」■■」■■ロ■■■■■■■■■■■■■
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■■■

●

６ ヅ
〔７回

翁...……』 」〃αc℃UzslF〃わ〃ﾚムJZCWF7℃
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ＫＶラ７６

Julil781,wie、

譜例６１

Ｗ､Ａ・ＭＯＺＡＲＴ

￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｉ■■■_～■ロ■■■■■■■I■■■|■■■-－■■■■Ｕ■■■■■

■■￣■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■.－■■■■■■■■U■■■■■■－■Ｉ■■■■■■■■=～■■－－|■■■＝■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■ﾛ■■■|■■■■■■■I■■■■■

ロ■■■■■Ｉ■■■￣■■■■■■■I■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■■■■■■丘■■■■■■■----■■Ｕ■■■■■■■■■■■■Ｕ■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■－■■■■■■■■■■－ロ■■■－■■

■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■ロ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■－■■■■■■■■■■■■■■■-

Ｉ 勺汀■■■■ローーー■■■■Ⅱ■■■■■■■■■■－－￣￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■～■■■■■■■■Ⅱ■■■■■￣■

■■■■ｒ■Ｕ■■■￣■■￣■■■￣■■■■■＝■■■■■■■■」■■I■■■■■■■
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ピアノ作品にみられる音楽語法の分類（１）：永山

譜例６２

Prestoconfi1oco

SＯＮＡＴＡ１８ Ｏｐ３１の３
LMBeethoven

峯亭壽壽÷==肩二=再三ﾖｰｰﾖ屋ヨーニ匡匡ﾖｰ冒三扉ﾖｰﾖｰ二二

Ｉ ■■■■■■■■

■■■Ｆ■■￣￣■■￣￣■■－

－－＝ﾛ■■－■■■■■■ﾛ■■１－口ｍ－■ｒ１－口■一二巴＝し－－．
－■■■■■■■￣ロー■

■■＝面■Ｅ＝■■￣

￣■■■■〃■￣■■■■■■■￣￣￣で一一一■
－－－h町」

SＯＮＡＴＡ１６譜例６３
RONDO

Allegretto

Ｏｐ３１のl
LyBeethoven

￣￣￣￣

塞雪二芒圭圭E==Ｅ＝

Ｉ
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■■■■■■■￣■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣￣
￣￣￣￣￣■■■￣￣￣￣￣￣■■■￣「-
￣￣￣ヨー-－￣'■■■￣ヨー＝￣-－￣￣－－－■■■￣－－

■■|■■｜■■|■■■■■■■■■■｜■■|■■■■|■■

菫=#二雲三＝雲
_ ￣

￣ＢＩｌＩｌＨ＝＝＝＿｣＝＝＝

ソ゛

譜例６４

ＳＯＮＡＴＡ
iｎＣｍｉｎｍ

ＢＥＥＴＨＯＶＥＮ０Ｏｐ､111.

8-エー￣■ ■

１房ﾖﾆｰ：＝ニーー仏旦＝二軍＝＝E＝
面■￣￣■－Ｆ■■

＿＿四Ｆ－－－－

3２．
勺一

■■■一コ-￣■■Ｂ－－｢－－－￣
＝￣で■■■■￣■｢＝~ご■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■ﾛ■■■■■
￣ヨ■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■Ⅱ■■■■■Ⅱ■■■■■

■■

■
■
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譜例６５
Pr61ude
前奏IMI婆ハ短調 （1873-1943）

S・Rachmanin･fEOp､３，No.２
Lento

…－－－＝三二斜一生=E=＝熟=罰ニーーーと＝

÷=T蕊L壼馨
=￣㈲－１１Ｆﾍﾞｰｰ．「
ｒ暮色射帥鯉．

⑥

〃
＝

◆

Ｅ、「－
■￣■■Ⅱ■￣■－－＝■■－－■￣－－口
￣￣￣－－￣プロ￣￣ワー■￣＝■￣■￣■
－画■、■￣Ｆ￣￣－－－－.￣■￣＝■正出ご■

＝

霞iｌＩ

←
（

一一（
川へ’
’
百
と忌蕊-万-三F巨鴎#二

＝■■■･￣￣￣ローーーーロ■･'■■■ローﾛ■ﾛ･■ロー￣■＝＝■ロローロロロローー
ー■■￣■■■■■■■■■■■■

譜例6６

BALLADE4 ＥＣＨＯＰＩＮ

ＯＤ５２．Amdanteconm⑥tｏ

(ａ） －－￣

＝＝－＝＝＝＝=－－－－ヨーー
ーーー

Ｐ

b白戸~二~可き ｈｒ~、
■■■■■■■■■_■-－■■■■

＝￣■■■て■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■■
￣￣西岸￣■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■■■■■

■■■■

9zａ
9画

q甑

■■■■■■■￣■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■￣■￣＝■■■グー■ケーー
ウ■＝￣■■■■■■■－■■■'■■－ﾛ■■■■■■■■■■＝万一丁可一万＝￣￣■い￣￣尅房戸百丘-Ｂ－￣，■■■■
￣￣ﾛ■二・＝■－■■■■－－Ⅱ■■－－－＝■■■■￣ご■■■■■、■－－＝■－－－．尾＝‐＝－→百’二５￣

Ｐ■■■■■＝■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■■クーコ■■■l■■■￣■可グロ■■■■■■－－－［－－F■■■ワ■■■■■■■

寡w季Ｔ
＿￣ 叩＝|塁手
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